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饗顛講甥難藻

人 を育 て る、研 究 を育 て る

通信総合研究所 けいはんな情報通信融合研究セ ンター 井佐原 均

 AAMT技 術動向調査委員会委員長/AAMTジ ャーナル編集委員長

 "歳"を と る につ れ 、研 究者 と して の立 場 か ら、

だ ん だ ん と指 導管 理 とい う仕 事 が増 え て きた 。 そ う

な る と、 これ まで は あ ま り感 じて い な か っ た こ とだ

が、 人 を育 て る とか 、研 究 グ ル ー プ を育 て る とい う

こ とは 、大 切 で 、 かつ 大 変 な仕 事 で あ る こ とを実 感

しは じめ て きた。 あ りが た い こ とに 、個 人 的 に は恩

師 ・上 司 に非 常 に恵 ま れ て きたの で 、 こ こ ま で なん

とか や っ て こ れ たの だ が(い や 、 実 際 の と こ ろ、 若

い こ ろの 自分 を思 い返 せ ば 、 よ く皆 さん 我 慢 して く

だ さ っ た と思 い ます が....)、 ど う にか して 、 そ

れ を次 の 世 代 につ なげ たい もの だ と思 う。 成 功 す る

か ど うか 分 か ら ない が 、 こん な こ と を始 め て み た 。

 80年 代から90年代にかけて、機械翻訳をは じめと

する自然言語処理の研究が盛んであったが、このこ

ろ、Muプ ロ ジェク ト、第五 世代 コン ピュー タ

(ICOT)、 いわゆるCICCの 機械翻訳 プロジェク ト

などが行われ、そこで一緒になって研究していた人

たちが今でも、この分野の中心的な研究者 として頑

張っている。今でも自然言語処理研究者の相互の交

流が比較的多くなされているのは、当時の影響が残

っているためでもあろう。

 残念ながら、最近では、このような場が少なくな

ってきているが、自然言語処理研究を盛 り立ててい

くためには、このような場を作ることが必要ではな

いか と思 う。AAMTの 委員会などでの交流 は行わ

れているが、一緒に研究をするというところまでは、

なかなか進めない。私の所属する通信総合研究所で

は今回、研究機関と企業との共同研究の場 となるこ

とを目指 して、 「けいはんなオープンラボ」を開設

した。 自然言語 に関する研究 も行われることに決ま

ってお り、せっかくのこの場を活かして、異なる機

関の若手研究者が一緒になって研究をする交流と切

磋琢磨の場にしたいと考えている。

 さて、CICCの 機械翻訳プロジェク トの成果の一

つとして、アジア圏での機械翻訳研究あるいは自然

言語処理研究を立ち上げたことが挙げられる。たと

えば、それまでほとんど自然言語処理研究が行われ

ていなかったタイでも、現在にまで続 く研究者 と研

究組織が確立した。これをさらに進めたい、また、

より広 くアジアの多 くの国に自然言語の研究の輪を

広げたいと考えて、昨年10月 にタイに 「タイ自然言

語ラボラトリ」を開設した。 (東)南 アジアの国々

の研究者が集 まり、それらの言語を研究 し、 さらに

はそれぞれの国に戻って、自然言語の研究を広げて

いってくれることを期待 している。これは また、

AAMTが 望む方向で もあろう。

 地域ではなく、分野 とい う視点で見た場合、工学

としての自然言語処理 と、いわゆる言語系の研究 と

の交流 も以前ほどは盛んでないように思われる。何

かしらの共通の対象がない と、交流は長続きしない

のかもしれない。我々は昨年度、EDR電 子化辞書

の全著作権を引き継ぎ、その配布作業を行っている

が、予算が限られている研究者の方にも使っていた

だけるように、大学等への研究使用料を3分 の1に

下げてみた。この大きな資産を学問の枠組みを超 え

た研究基盤としたいと考えてのことである。 コンピ

ュータの低価格化と高性能化が進んだ今であれば、

多 くの人にとって実際に使える資産 とできよう。

 人と研究を育てることは、将来に夢をつなぐこと

であ り、何にも増 して優先すべ きことであろう。人

を育てるきちんとした研究を支援することが国とし

ての責務である。単発的ではなく、将来につながる

研究 を行い、多くの研究で共有 される成果を出すプ

ロジェクトを進めていくことが説明責任 として求め

られているのである。
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亭務岡だより

第13回 通常総会開催のご案内

 アジア太平洋機械翻訳協会の第13回 通常総会を下記のとお り開催いたしますので、是非ご出席 くださいま

す ようお願い申しあげます。

                      記

1.日 時

2.会 場

3.議 題:

2003年6月20日(金) 13:00～13:45

千代 田 区神 田駿 河 台3-11 中央 大 学 駿 河 台 記 念館6F670会 議 室

(JR「 御 茶 ノ水 駅 」 徒 歩3分 、 地 下 鉄 千代 田線 「新 御 茶 ノ水 駅 」 徒 歩3分)

URL:http://www.chuo‐u.ac.jp/chuo‐u/access/accessS.html

第1号 議 案 2002年 度 事 業 報 告(案)

第2号 議 案 2002年 度 決 算 報 告(案)

第3号 議 案 2003年 度 事 業 計 画(案)

第4号 議 案 2003年 度 予 算(案)

第5号 議 案 役 員 選 任 の 件

会 員提 案 事 項 、そ の 他

4.総 会当日の全体プログラム

 総会後、会員の皆様 との交流、懇親を目的として次のような行事を予定 しておりますので、多数ご参加

 くださいますようお待ち申しあげてお ります。

  *講演会につきましては、講演者、講演内容が予告なしに変更になる場合があります。

行 事

総 会

報 告 会

*講 演 会

懇 親 会

内 容

第13回通常総会(参 加AAMT会 員のみ)

会長ご挨拶

各委員会からの2002年 度活動報告:技 術動向調査委員会、

市場動向調査委員会、ネットワーク翻訳研究会

(参加費無料、どなたでも参加可)

1.「 機械翻訳:過 去一現在一未 来 」

  京都大学総長/AAMT初 代会長 長尾 真
H.「 機械翻訳システムによる知的活動の推進」

   キヤノン株式会社 畠中 伸敏

m.「 日中韓馬異文化コラボレーション実験の経験」

  一母国語を用いたオープンソースソフトウェアの開発一

  京都大学教授  石田 亨

  (1.H.mと も参加費無料、どなたでも参加可)

立 食 形 式 懇 親 パ ー テ ィ

(参 加 費5,000円 ど なた で も参 加 可 、 当 日支 払 い)

会 場:中 大駿 河 台 記念 館1Fレ ス トラ ン"プ リオ ー ル"

時 間

13:00～13:45

14:00-15:00

15:00-17:30

17:30-19:00

申込 方 法: E-mailま た は フ ァ クス で 、 住 所 、氏 名 、 電 話 番 号 、勤 務 先 及 び懇 親 会 参 加 の 有 無 をAAMT

     事務 局 まで ご連 絡 くだ さい 。Fax:03-3518-6472

     E-Mail:aamtOOO1@infotokyo.ne.jp 又 は aamtOOO2@infotokyo.ne.jp
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研驚報告

日中韓 馬 異 文 化 コ ラボ レー シ ョン実験ICE 2002

 野 村 早 恵 子 †‡ 石 田 亨 †‡* 安 岡 美 佳# 船 越 要* 山 下 直 美*

       京 都 大 学 情 報 学研 究 科 社 会情 報 学 専 攻 †

           科 学技 術 振 興事 業 団 ‡

       東 京 大 学 大 先端 科学 技 術 研 究 セ ン ター#

       NTTコ ミュニ ケー シ ョン科 学 基 礎研 究 所*

saeko@kuis.kyoto‐u.ac.jp, ishida@i.kyoto‐u.ac.jp, mika@kid.rcast.u‐tokyo.ac.jp,

         {kf, naomi}@cslab.kecl.nt[.co.jp

1.は じめ に

 ア ジ アで の イ ン ター ネ ッ ト人 口の 高 ま りと、 ビ ジ

ネ スの グ ロー バ リゼ ー シ ョンの 潮 流 に よ り、 イ ン タ

ー ネ ッ トを介 した コ ラボ レー シ ョンの 機 会 が 急 速 に

高 ま って い る 。 ア ジア 諸 国 は そ れ ぞ れ 独 自の 言 語 や

文 化 を持 ち 、 残 念 な こ と に互 い に理 解 しづ らい とい

う状 況 に あ る 。 例 え ば 、 ソ フ トウ ェ アの 国 際 共 同 開

発 の現 場 で も、技 術 の 問 題 よ り もむ しろ コ ミュ ニ ケ

ー シ ョンの 問題 が
、 プ ロ ジ ェ ク ト進行 を 阻 む 大 きな

原 因 に な っ て い る と され る。 国際 的 な コ ラ ボ レー シ

ョ ンの現 場 に対 す る 、言 語 面 か らの支 援 を行 う必 要

性 が高 ま っ て い る。

 そ こ で、 我 々 は、 機 械 翻 訳 が こ う した コ ミュニ ケ

ー シ ョンの 問 題 を解 決 す る キ ー に な ら ない か どうか

を検 討 す る ため 、 ア ジ ア にお け る機 械 翻 訳 を介 した

異 文 化 コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 実 験(Intercultural

Collaboration Experiment 2002(ICE 2002))を 行

っ た。 本 稿 で は 、ICE 2002で の 多 言 語 コ ミュ ニ ケ

ー シ ョン分析 結 果 を報 告 し
、 今 後 の 課 題 を述 べ る。

2.ICE20021

 コ ラボ レー シ ョ ン過 程 へ の機 械 翻訳 の有 効性 を模

索 す べ く、ICE 2002を 実 施 し た([1][2])。 実 験

に は 、 京都 大 学 、上 海 交 通 大 学(中 国)、ソ ウル 国立

大 学 お よびハ ン ドン大 学(韓 国)、そ して マ ラヤ 大学

(マ レー シ ア)の 計 算 機 科学 に 関連 した学 部 お よび

研 究 科 の教 員 とその 学 生 総 勢 約40名 が 参 加 した。

'ICE 2002の 実験 運営やその経緯 に関す る詳 細 は
、参考

文献[1]を 参照 されたい。

実験 の タス ク とス ケ ジ ュー ル

 異 文 化 コ ラボ レー シ ョン実験 の課 題 は 、 オ ー プ ン

ソー ス ソ フ トウ ェ アの 共 同 開発 で あ っ た。 実 験 参 加

者 た ち は 、 一 度 も対 面 す る こ とな く、 かつ 機 械 翻 訳

サ ー ビス を搭 載 した非 同期 型 メデ ィア を 介 して コ ミ

ュニ ケ ー シ ョ ン を行 い な が ら、単 一 イ ン タフ ェ ー ス

を持 つ ソ フ トウ ェ ア を 共 同 開発 した。 実 験 は、 前 期

お よ び後 期 の2度 に分 け て実 施 され 、 そ れぞ れ前 後

期 と も8週 間 の実 験 トラ ッ クが 設 け られ た。 各8週

間 の トラ ック は 、 さ らに以 下 の 二 つ の フ ェ ー ズで あ

る、 「ソ フ トウ ェ ア設 計 フ ェ ー ズ」 と 「ソ フ トウ ェ

ア実 装 フ ェー ズ」 に分 割 され た。 前 者 で は、 ソ フ ト

ウェ アの 設 計 に関 す る議 論 が 繰 り広 げ られ(発 想 支

援 や 合 意 形 成 型 の コ ラ ボ レー シ ョ ン)、後 者 で は 、

Linuxの 開発 の よ う に行 動 主 導 型 の コ ラボ レー シ ョ

ンが行 わ れ た 。

機 械 翻 訳 搭 載 非 同 期型 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン メ デ ィア

 図1の よ う に 、ICE 2002で は 機 械 翻 訳 搭 載 非 同

期 型 メ デ ィ ア が2種 類 用 い られ た([3][4])。 一方

は、TransBBSと 呼 ば れ る 電 子 掲 示 板 シ ス テ ム で

あ る。 こ の メ デ ィア は 、 ソ フ トウ ェ ア の設 計 に 関 す

る意 見 交 換 や 開発 状 況 の 報 告 な ど、実 験 参 加 者 同 士

の 日常 的 な や り と り に用 い られ た。 も う 一 方 は 、

TransWebと 呼 ば れ るWebサ イ トブ ラ ウ ジ ン グ シ

ス テ ム で あ る。 こ れ は、HTML形 式 で 保 存 され た

の ソ フ トウ ェ ア 開発 ドキ ュ メ ン トを翻 訳 し、実 験 参

加 者 の 知 識 共 有 の ため に用 い られ た。

 両 シ ス テム の 特 徴 は 、 日本 語 、 中 国語 、韓 国語 、

マ レー 語 、 英 語 の5ケ 国語 間の 相 互 翻 訳 を行 うこ と

で あ る2。 た と え ば 、 日本 人 は常 に こ の シ ス テ ム を
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       (a)TransBBS

図1 1CE 2002で 用 い られ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン シ ステ ム

    (b)TransWeb

(a)TransBBSお よ び(b)TransWeb

用 い る 際 に は 、母 国 語 で あ る 日本 語 でTransBBS

上 に メ ッセ ー ジ を投 稿 す る こ とが で きる。 日本 語 で

投 稿 され た メ ッセ ー ジは 、機 械 翻 訳 を 介 して残 りの

4ヶ 国 語 に翻 訳 され 、結 果 が表 示 され る。

 開発 ドキ ュ メ ン トも、 日本 人 で あ れ ば 日本 語 で作

成 しそ れ をそ の ま ま他 国 の参 加 者 に配 布 す る。 自分

の 母 国 語 で は ない 言語 で書 か れ た 開発 ドキ ュ メ ン ト

を受 け取 っ た も の は 、TransWebを 介 して そ れ を

母 国 語 に翻 訳 して 閲 覧す る こ とが で き る。

DICE 2002で は 、 arcnebsangenjaya(NTT MSC Sdn.

Bhd.、 NTTサ イバ ー ス ペ ー ス研 究 所)、お よ びJ-server

((株)高 電 社)の イ ン タ ー ネ ッ ト経 由 で の 機 械 翻 訳 サ ー

ビス を利 用 した。 実 験 前 に5ヶ 国 語 の 翻訳 の 質 をテ ス ト

し、 言語 対 に よ っ て翻 訳 精 度 の 高 い サ ー ビ ス を選択 し、

組 み 合 わせ た。 各サ ー ビ スが提 供 す る直接 翻 訳 を用 い る

言 語 対 の ほ か に 、 た と え ば 日本 語 を仲 介 言 語 と して 間接

翻 訳 を行 う言 語 対 もあ っ た。

実 験 参 加 者 の 母 国 語 以 外 の 言 語 能 力 と コ ミュニ ケ ー

シ ョ ンモ デ ル

 ICE 2002に 参 加 した学 生 は 、 母 国 語 以 外 に 英 語

をあ る程 度 操 る こ とが で き た。 マ レー シ アの 学 生 は、

英 語 を母 国 語 同 様 に用 い たが 、 その 他 の 国の 学 生 は、

英 語 を読 む(受 容 す る)分 に は ほぼ 問 題 は ない が 、

英 語 で 意 図 を伝 え た り文 章 を書 い た りす る(生 成 す

る)の に は あ る程 度 の 支 障 が あ っ た。 た とえ ば、 イ

ン フ ォー マ ル で 簡 単 な メ ッセ ー ジ を相 手 に伝 え る こ

とは 特 に 問 題 で は ない が 、 高 度 な内 容 を伝 え た り議

論 を行 っ た りす る こ と につ い て は英 語 を用 い るの に

困 難 さ を感 じ た。 安 岡 ら[5]は 、ICEで 用 い ら

れ た 言 語 を次 の3種 類 に分 類 してい る。

(1)母 国 語

(2)理 解 可 能 言 語

(3)理 解 不 可 能 言 語

た と えば 、ICE 2002に 参 加 した 日本 人 に と っ て は、

(1)母 国 語:日 本 語

(2)理 解 可 能 言語:英 語

(3)理 解 不 可 能 言 語:中 国 語 、 韓 国 語 、 マ レー 語

と な る。 上 記 の う ち 、TransBBSやTransWebに

投 稿 さ れ る 言 語 は 母 国 語 で あ り、TransBBSや
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TransWebが 出力する言語 には母国語のほかに理

解可能言語と理解不可能言語が含まれる。

TransBBS/TrensWebに

 表 示 され る言驕

日本語
v

思 考 ・投希夢・

   ノノ

..イ ー-
Q  確 認

訳 閲覧

英語

(投 者)

中国語

韓国語

マレー語

   日本人

閲 覧 (閲覧者)

   v

閲覧

送信
尊 門用驕 やソースコー ド

   中国人閲覧 
閲覧者

図2 1CE 2002で の 多 言 語 コミュニ ケーション形 態

 日 本 人 が 投 稿 者 と し た 場 合 、TransBBSや

TransWebを 用 い て 参 加 者(日 本 人 と中 国 人)は

どの よ うに して メ ッセ ー ジ をや り取 りす る の か を図

2に ま とめ て み る 。投 稿 者 で あ る 日本 人 は 、 日本語

(母 国 語)で 思 考 し、TransBBSやTransWebに

メ ッセ ー ジ を送 る 。TransBBSやTransWebは 、

日本 語 を他 の4ヶ 国語 に 翻訳 し、 日本 語 を含 め た5

ヶ国語 の表 示 を行 う。投 稿 者 は 、 日本 語 と英語(理

解 可 能 言語)を 用 い て メ ッセ ー ジ が 正 し く表 示 され

て い る か を確 認 す る 。 閲 覧者 が 日本 人 の場 合 、 表示

され た メ ッセ ー ジ の うち 、 日本 語 で投 稿 メ ッセ ー ジ

を理 解 す る。 中 国人 の場 合 は 、 中 国語 で メ ッセ ー ジ

を受 け取 る。 英 語 は両 者 に とっ て理 解 可 能 言 語 で あ

る ため 、 メ ッセ ー ジの 理 解 促 進 機 能 と して利 用 され

る ケー スが 多 い 。 た だ し、 ソ フ トウ ェ ア 開発 固 有 の

専 門 用 語 や 、ソ フ トウ ェ ア開 発 時 に用 い られ るJava

等 で 書 か れ た ソー ス コー ドな どは 、 機 械 翻 訳 に かけ

ず と も多 言 語 環 境 で 互 い に理 解 可 能 と な っ てい る。

3.機 械 翻 訳 を介 した非 同期 型 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン

  の特 徴

 本 章 で は 、 特 にTransBBSに お け るICE 2002

参 加 者 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン形態 の特 徴 を ま とめ る 。

本 稿 で は 、筆 者 の 言 語 能 力 の 関 係 上3、 主 に 日本 人

の 行 動 を 中心 に議 論 す る こ と とす る 。

 小 倉 ら[6]は 、ICE 2002に お け る機 械 翻 訳 を

介 した コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの大 き な特 徴 を以 下 の よ

うに挙 げ て い る。

●

●

●

●

●

文法的制約が弱 く、文脈依存性が高い

様相 ・敬語表現が多い

呼びかけ、挨拶が多い

依頼、確認、激励表現が多い

言い澱み、言い間違い、言い換えが少ない

 1番 目か ら4番 目 まで の 特 徴 は 、機 械 翻 訳 が新 聞

記事 な どの 文 書 で は な く、 ソ フ トウ ェ ア 開発 とい う

目的指 向 型 で か つ コ ラボ レー シ ョ ン過 程 に適 用 され

て い る こ とか ら生 じる もの で あ る。 そ して、5番:目

の特 徴 は 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの場 が 電 子 掲 示 板 と

い う非 同期 型 で 、 か つ チ ャ ッ トほ ど カ ジ ュ ア ル な表

現 が 用 い られ る メ デ ィア で は な い こ と を表 して い る。

 こ う した非 同期 型 メ デ ィア に おい て、 機 械 翻 訳 と

い う ノ イ ズの 高 い通 信 路 を 介 した コ ミュニ ケー シ ョ

ンを行 う に あ た り、ICE 2002参 加 者 は 、 相 手 に 正

し く意 図 を伝 え る た め に どの よ うな工 夫 を行 った の

だ ろ うか?本 稿 で は 、従 来 の会 話 分 析 にお け る 「リ

ペ ア プ ロ トコ ル(Repair protocol)」[7][8]を 用

い、 参 加 者 に よる翻 訳 の精 錬 作 業 を以 下 の よ う に考

え る。

●

●

自 己 リペ ア(SelF-initiated rep¢ir):TransBBS

に投 稿 す る前 に 、翻 訳 の 質 をあ げ るた め に何

度 も翻 訳 精 錬 行 為 を 自主 的 に 行 う行 為 。 つ ま

り、 この 際 に は 、参 加 者 は、 機械 翻 訳 サ ー ビ

ス に適 応 しなが ら質 を精 錬 す る 、 適応 精錬 が

行 わ れ る。

他 者 主 導 に よ る リ ペ ァ(Other_initiated

repair):メ ッセ ー ジ の読 み手 が 意 味 の確 認

を行 っ た り、 意 味 が わ か らな い とい う リア ク

シ ョン を行 った りす る こ とに よ り、翻 訳 の 精

錬 作 業 が イ ン タ ラ クテ ィブ に行 わ れ る もの 。

つ ま り、 この 際 、機 械 翻訳 の 質 を複 数 の参 加

者 間 で協 調 しなが ら精錬 す る 、協 調 精 錬 が行

わ れ る 。

 以 下 、観 察 デ ー タか ら事 例 を挙 げ る こ とに よ り、

二 種 類 の リペ ア プ ロ トコル を 説 明す る。

3本稿の筆者 は、 日本語 を母国 語 と し、英 語 を理 解可 能

言語、そ の他の言語 を理解不可能言語 とする。

3.1.適 応 精 錬(自 己 リペ ア)

TransBBSに は 、 ユ ー ザ が メ ッセ ー ジ を投 稿 す
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図3 日本人による英語を手がかりとした適応精錬

   の例(太 枠がTransBBSへ 投稿結果)

る と 、1回 の 投 稿 につ き平均 約8回 の リペ ア を行 っ

て い る(表1)。 た と え ば 、 図4は 、Tomokoが

TransBBSに メ ッセ ー ジ を投 稿 す る ま で に 行 っ た

適 応 精 錬 の 過 程 を表 して い る。 日本 語 原 文 の 下 線 部

分 をみ る と、 初 期 書 き込 み 原 文 は カ ジ ュ アル な文 章

で あ った の が 、5回 の 適 応 精 錬 を経 て 非 常 に フ ォー

マ ル な文 章 に書 き直 され て い る。 同 時 に、 自己 精 錬

の 手 が か りと した 英 語 の 訳 文 の 質 が 上 が って い る こ

と に も注 目 したい 。

初

期
書

込

原文

私の文章もあまり上手に

翻訳されません。旦杢琶

の勉強から始めようか

虹

訳文

My sentence is also and

it is not translated well.

Will it bcAin from the

study ofJananese?

る際 、 入 力 メ ッセ ー ジが本 出 力 され る前 に仮 出 力 を

行 って投 稿 者 に翻訳 結 果 を確 認 させ る機 能 があ る。

TransBBSの ユ ー ザ は 、 こ の メ ッセ ー ジ 仮 出 力 機

能 を利 用 す る こ とに よ り、 自分 が意 図 した もの とは

異 な る翻 訳 結 果 が返 って きた と きに は 、 自分 の 意 図

どお りに翻 訳 され る よ うに原 文 を修 正 ・編 集 す る こ

と が で き る。 これ をTransBBSの 翻 訳 の 「適 応 精

錬 」機 能 とす る。

 図3は 、 日本 人 の 参 加 者 に よ るTransBBSへ の

投 稿 メ ッセ ー ジ を表 して い る。 原 文 の 日本 語 が 不 自

然 で あ る と同時 に 、投 稿 者 に とって 理 解 可 能 言 語 で

あ る英 語 の訳 文 が あ る程 度 正 確 な結 果 と な って い る

こ とが わ か る。 この メ ッセ ー ジ を投 稿 す る まで に、

こ の 日本 人 参 加 者 は 、TransBBSの 適 応 精 錬 機 能

を利 用 し、 自分 の 意 図 どお りに翻 訳 され る よ うに原

文 を繰 り返 し修 正 した。 そ の 結 果 と して 最 終 的 に投

稿 され たの が 、 図3の メ ッセ ー ジな の で あ る。

 ICE 2002の 参 加 者 の 多 くは 、母 国 語 で コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョン を行 う際 、常 に理 解 可 能言 語 で あ る英 語

を何 らか の 手 が か りと して活 用 した。 た とえ ば 、母

国 語 で 受信 メ ッセ ー ジの 意味 が ど う して もわか らな

い 場 合 の 補 助機 能 と して 、 ま た は適 応 精 錬 の際 の 翻

訳 確 認機 能 と して 、 英語 が 用 い られ た。 参 加 者 らは 、

ど う して も母 国語 で理 解 で き な い場 合 は、 少 な くと

も英語 で理 解 して も らえ れば とい う期 待 を持 ち、 メ

ッセ ー ジ投 稿 時 に は適 応 精 錬 作 業 、 つ ま り自己 リペ

ア を繰 り返 した。

 最 も熱 心 に適 応 精 錬 を行 っ た参 加 者 は 、 実 験 開 始

直 後 で あ る ソフ トウ ェ ア設 計 フ ェー ズ には 、 平均 す

最

終
投
稿

〈〉,回 の適応融 の後.

私の文章も上手く翻訳さ

れません。私はもう一度

日本E6の勉強を始める必

一

My sentence is not

translated effectively

either.1need to beein

the study of Javanese

once more.

図4:日 本人による適応精錬過程の例

 (TransBBSへ の投稿までの過程)

 このように、参加者は、翻訳ツールを利用する過

程で、うまく翻訳される文章の構造を模索し、でき

るだけ機械翻訳が正しい結果を返して くれるような

文章作成を心がけるようになった。参加者が、機械

翻訳の能力を理解 し、機械翻訳に適した文章作成の

ノウハウを学習した結果として、実験が進むにつれ、

1回 の投稿に対する適応精錬の頻度は全体的に減少

することとなった(表1)。

表1:適 応精錬の頻度 とその推移

繍フ
μ

課
揃

参加者

 Saeko

Bikesh

Tomoko

Yoshiyuki

LimSann

投稿数1翻訳回数

69/234

66/112

51/395

35/170

28/71

実 装 フ ェー ズ

(後'F4週 間)

参加者

Tomko

Sacko

LimSanny

HaoLci

KaneWon

投稿数1翻訳回数

60/294

43/101

24/68

19/22

18/56

3.2.協 調 精 錬(他 者 主 導 に よ る りペ ア)

 前 節 の よ う に、ICE 2002の 参 加 者 は、 適 応 精 錬

に よ り、相 手 に正 し く意 図 を伝 え よ う と努 力 した。
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しか しながら、英語を手がかりに適応精錬を行った

としても、その他の言語に常にうまく翻訳 されてい

るとは限らない[9]。 また、特に機械翻訳の内部構

造を知らないものにとっては、機械翻訳がどのよう

な解析を行って誤訳するかがわからないため、理解

可能言語である英語に対 してすらうまく適応精錬が

できない場合も多い。メッセージ閲覧者にとっては、

他者が投稿 したメッセージが、自分の母国語にうま

く翻訳されておらず、さらに英語 にもうまく翻訳さ

れていない場合には、直接投稿者本人にメッセージ

の意味をたずねる必要がある。そうした際に行われ

る意図のすり合わせが、結果的に翻訳の「協調精錬」

となる。

 例えば、図5は 、日本人参加者 と中国人参加者間

の協調精錬の例である。 日本人の挨拶(よ ろしくお

願いします)の 投稿を見て、中国人は文脈的に翻訳

が失敗 していることに気づいた。相手の本意を理解

するために、中国人同士(メ ッセージの閲覧者同士)

で投稿内容を推測 した。それに対 して、投稿者 とは

別の日本人参加者が、中国人参加者たちの推測が正

しいと確認メッセージを送った。これにより、協調

精錬が成立 し、共有理解が構築されている。
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図5:日 本人と中国人による協調精錬の例(太 枠が原文)

3.3.精 錬 な しに意 思 疎 通 が達 成 され るケ ー ス

 ICE 2002で は 、 明 らか に翻 訳 結 果 が お か しい場

合 で も、 そ れ を無 視 す る形 で コ ミュニ ケー シ ョンが

活 発 に進 む ケ ー ス も多 く観 察 され た 。 これ は 、特 に

実装 フ ェー ズ に多 く見 受 け られ 、 そ の場 合 の ほ とん

どが 、 専 門 用 語 や ソー ス コ ー ドが メ ッセ ー ジ 内 に 含

まれ て い る もの で あ った 。 図6は 、 中 国 の参 加 者 が

他 の 国 の 参加 者 と ソ フ トウ ェア を統 合 す る際 に発 し

た メ ッセ ー ジ の例 で あ る。 日本 語 訳 文 も英 語 訳 文 も

文 法 的 に 正 し くな く、 コ ラボ レー シ ョ ンの 文脈 が わ

か らな い もの に と って は メ ッセ ー ジ の意 味 が わか ら

な い はず で あ る 。 しか し、ICE 2002で は 、 メ ッセ

ー ジ 閲覧 者 は専 門 用語 や フ ァイ ルの あ る デ ィ レク ト

リ名 な どを通 じて 意味 を類 推 し、図6の メ ッセ ー ジ

に対 して返 信 を して い る。 そ して結 果 と して 、 ソ フ

トウ ェ アの 統 合 に 成功 して い る。

 つ ま り、技 術 的 な色 合 い の強 い メ ッセ ー ジの や り

取 りにつ いて は 、 同 じ専 門知 識 を持 ち、 か つ コ ラ ボ

レー シ ョ ンの 文 脈 を共 有 す る もの 同 十 で あ れ ば 、 翻

訳 に誤 りが あ っ た と して も、対 話 を通 じて意 思 疎 通

をは か り、 目的 を達 成 す る こ とが で き る こ と も明 ら

か と な っ た。
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図6:翻 訳の質が悪くても意思疎通が達成 された例

   (原文中国語)

4.今 後 の課 題

 ICE 2002で は 、翻 訳 の 質 を高 め る ため の 一1二夫 と

して 、 「適 応 精 錬 」 行 動 と 「協 調 精錬 」行 動 が 観 察

され た 。 そ して 、 これ らが コ ラボ レー シ ョン過 程 に

お い て有 意 に働 い て い る こ と も確 認 で きた 。 しか し
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なが ら、TransBBSで は、それぞれの精錬作業に

次のような問題 も確認された。

 ・ 適応精錬:

   》 ユーザにとって、機械翻訳サービスの癖

     や能力の把握にはある程度時間や経験を

     要するため、適応精錬のコストが高い。

   》 機械翻訳サービスに適応 してシンプルな

     文章 を書 くようになると、微妙なニュア

     ンスや感情を表現することが不可能にな

     る。人とコミュニケーションをしている

     という実感が希薄になる。

 ・ 協調精錬:

   》 互いにテキス ト(言 語)を 用いて問題点

     を指摘 し、修復するという作業を行 うた

     め、機械翻訳の質によっては精錬作業が

     できない。また、本当に相手に意図が伝

     わっているかが心配。

 そこで、こうした問題 を克服するため、機械翻訳

サ ービスによるMTranslatability[9]を 高める

ための適応精錬支援 ツール、協調精錬支援ッールを

開発すると共に、機械翻訳利用により失われた感情

表現などを補うための表情アイコンの開発を行 うこ

となどが今後の課題として挙げられる。

 また、人間はどのような意識を持って機械翻訳を

認知 し、適応翻訳を行おうとしているのか?と いう

人間のメンタルモデルの解析を、AAMTに 参加 さ

れている自然言語および機械翻訳の専門家のア ドバ

イスを頂 きなが ら進めつつある。今後、人間にとっ

てよりコミュニケーション(イ ンタラクション)し

やすい機械翻訳を評価するための指標も取 り入れた

いと考える。

5.お わ りに

 ICE 2002は 、 これ まで マ ニ ュ ア ル や 新 聞 な どの

「情報 受信 」 の 文脈 で用 い られて きた機 械 翻 訳 を、

ア ジア の異 文化 コラ ボ レー シ ョン過 程 に適 用 した 新

しい 試 み で あ っ た。ICE 2002を きっ か け に、我 々

は ア ジ ア諸 国 の 大学 との交 流 を深 め る こ とが で き、

また ア ジア に ソ フ トウェ ア 開発 の 現 場 を持 つ 企 業 を

訪 問 す る こ とが で きた。 改 め て互 いの 文 化 や 言 語 の

違 い を尊 重 した コラ ボ レー シ ョンの 必 要 性 を痛 感 し

た 。1年 を通 じた 実 験 終 了 後 、ICE 2002の 各 国 の

学 生 代 表 者 が京 都 に 集 ま り反 省 会 を した(図7)。 彼

らの間には既に機械翻訳を介 したコラボレーション

で築かれたチーム意識が芽生えていたため、初対面

にもかかわらず全 く緊張なくす ぐに打 ち解けあった。

確かに、機械翻訳は異文化コラボ レーションや人々

の社会ネットワーク構築を支えていた。
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 ICE 2002の 参加者行動から明らかになったこと

をもう一度まとめる。コラボレーション過程におい

ては、人は、協働相手に正 しく意図を伝えるために

翻訳結果の 「適応精錬」および 「協調精錬」を行い、

協働チーム内での知識の共有をはかった。また、技

術的な内容については、翻訳に誤 りがあっても相手

の意図することを正 しく認識することができた。一

方、一連の精錬作業には、文章作成コス トが高かっ

たり、微妙なニュアンスを欠落 させる結果を招いた

りと、負の側面 も認められた。

 我々が今後行っていきたいことは、ユーザによる

翻訳精錬作業を支援する機能を開発するとともに、

機械翻訳を 「コラボレーションを支えるエージェン

ト」として位置付け、新たな評価指標を設けてエー

ジェントと人間のやり取 りを分析することである。

さらには、人々の意思の疎通を調整する役割 も担わ

せるよう、エージェント開発を行 うことも考えてい

る。AAMTに 参加されている自然言語処理や機械翻

訳の専門家の方々の知恵を借 りながら、人工知能 と

ヒューマンインタフェースに対する新たな研究課題

を模索 しつづけると同時に、得 られた知見や技術を

実際に仕事の現場に適用できるようにも努力 したい。
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解 説

機械翻訳 システムによる知的活動の推進
   Knowledge Innovation by Machine Translator

    畠 中 伸 敏*

Nobutoshi HATANAKA

[要旨] まず機械翻訳システム上に存在する問題

点 を明確にし、問題点をどのように解決 していくか

について、導入の経過に従って述べる。

 次に機械翻訳システムを導入することにより、社

内にどのような変革が起こったかを述べ、機械翻訳

システムの導入を成功させるための要因を示唆する。

[Key words] Machine Translator, Exampled

Base, Knowledge Base, Co‐occurrence Rule

1.は じめに

 一 機械翻訳システム導入の狙い

 機械翻訳システムの取 り組みは、1989年 複写機事

業部のサービス部門から始まった。当時の海外交信

の手段は手紙 とFAXが 主流であった。その交信内

容はサービス情報、市場対策情報、新製品品質情報

などで、いかに速く正確に東京の本社から全世界の

拠点やディラーに、英語に翻訳 して伝えるかが課題

であった。しかしながら、送付日数、発行量ともに、

担当部門の大きな負荷 となり、翻訳を含めた海外 と

の交信手番は約10～24日 を要 した。

 また逆に、市場で発生 した品質 トラブルや製品ク

レームを、開発や工場にタイムリーにフィー ドバッ

クし原因を突き止め市場対応する必要があったが、

英語から日本語への翻訳が大きな言語障壁 となって

いた。

 他方、各拠点からの各国言語への翻訳は拠点毎に

翻訳を行っている。ヨーロッパの拠点では、英語か

ら ドイツ語、フランス語などの各国言語に翻訳する

スタッフがお り、現地での翻訳システムが稼動 して

いる。

 従ってキヤノンの本社 としては、日本語か ら英語

への翻訳が緊急の課題であった。

* キヤ ノ ン株式 会社(CANON INC .)

〒146-8501東 京 都大 田区 下丸子3-34-2

導入時の課題

 1)日 英翻訳が翻訳業務の90%を 占め、システム

   化の要求が存在する。

 2)海 外との交信は即時性が要求される。

   メールによる交信:10日 ～24日

 3)海 外との交信回数が多 く、量的な負荷も大き

   い

2.機 械 翻 訳 の 取 り組 み の経 過

 当 時 は もの 珍 しさ もあ った が 、1989年 に第1章 の

狙 い の 元 に、他 社 比 較 を行 った 上 で 、 機 械 翻訳 シス

テ ム の 導 入 を図 った 。

 しか しなが ら当 時 、機 械 翻 訳 エ ン ジ ンは 大 型 コ ン

ピ ュー タ も し くは 、Sparc-LTに 代 表 され るUNIX

マ シ ン上 で 動作 した 。

 そ の た め マ シ ンそ の もの の保 守 を必 要 と し、 マ シ

ンの 立 ち上 げ 、 シ ャ ッ ト ・ダ ウ ン に専 門 要 員 を必 要

と した 。

 また 、 た ち上 げ も、画 面 の 文字 が小 さ く、画 面 の

操 作 性 が悪 か っ た。 バ グ な どに よ り、 シス テ ム ダ ウ

ンや ハ ング した場 合 は 、 コマ ン ドベ ー ス の操 作 が必

要 とな っ た。 翻 訳 業 務 に従 事 す る 人 は 、 コ ン ピュ ー

タの知 識 の な い事 務 職 か ら構 成 され る こ とか ら、操

作 上 の トラ ブ ル が多 発 し、機 械 翻 訳 の 使 用 現 場 で 、

パ ニ ッ クを引 き起 こ し、 機 械 翻 訳 シス テ ム嫌 い を助

長 す る結 果 とな っ た。

 問 題 点 は図1に 示 す よ うに 、一 つ は 「使 いづ ら い」

こ とで あ る。 二 つ 目 は 「翻 訳 結 果 の 悪 さ」 で 、 苦 労

して 使 い こ な して も、 そ れ に見 合 った 翻 訳 性 能 が 得

られ なか っ た こ とで あ る。 この 二 つ の 問 題 点 を解 決

す るた め に、 図2に 示 す 取 り組 み を同 時 並 行 的 に進

め た 。 図2中 の 三 角 形 は 年 度 ご との 取 り組 み の 割 合

を示 す 。

 まず 「使 い づ らい」 こ とに つ い て は 情 報 部 門 が 担

当 し維持 す る こ と と した 。 翻 訳性 能 を 高 め るに は 、

機械 翻 訳 シス テ ム の 知識 ベ ー ス を 増 大 す る こ とで あ
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機械翻訳システム上の問題点

知 ベースの

翻訳結果の悪さ ⇒ ルールの増大
単t の拡充 ⇒ 機械翻訳結果の悪さの改普

使いづらい y

インターフェースの

Web化

・単語がヒットしない

・係り結びが悪い

・語順が悪い

・言い回し表現

(慣 用的表現)

・熟語

一

＼

・辞書の拡充

。ルールの追加

・共起辞書(勧 詞)

・共起辞書(副 詞)

・用例ベースの構築

図1.機 械翻訳システム上の問題点 と改善

知
識
ベ
ー

ス
の
構
築

使
用
適
合
性
(操
作
性
の
向
上
)'90 ^一 '92 '93^一'94 '95^一 '96  '97    -r   '03

   図2.キ ヤ ノ ンに お ける機 械 翻 訳 シ ステ ムの 取 組 み

る と考 え 、 複 写 機NP 6650の サ ー ビス マ ニ ュ ア ル

を分析 して 、 単語 辞 書 の 整 理 、 複写 機 事 業 分 野 固有

の 文 法則 の 整 理 を行 った。 そ の結 果 、 一般 ユ ー ザ か

らは 良 い 評 価 を得 た 。 しか しな が ら、翻 訳 を専 門 と

す る グ ル ー プ か らは 十 分 な使 用 に耐 え な い と言 う辛

口 の評 価 で あ っ た 。

 そ の後 、図2に 示 す取 り組 み を経 て 、1997年 に機

械 翻 訳 シ ス テ ム を イ ン ター ネ ッ ト上(図3参 照)に

乗 せ 、Webの ブ ラ ウ ザ 画 面 に よ りア ク セ ス で き る

よ うに し、1999年 に基 本 辞 書50万 語 、専 門用 語 辞 書

56万 語 の 充実 を図 っ た。

3.使 用者各人の利用頻度

 ここでは図2に 示 した過去約13年 間の機械翻訳シ

ス テ ム上 の 取 り組 み に よ り、 キヤ ノ ンの 社 内 ユ ーザ

に受 け入 れ られ た か ど うか を評 価 す る ため に、 現 在 、

機 械 翻 訳 シ ス テ ム を使 用 して い るユ ーザ の 利 用 頻 度

の 分 析 を した。

 図4は 平 成14年7月12日 か ら7月31日 まで の 実 稼

動 日数13日 間の ア ク セ ス ロ グ を も とに、 この 間 に同

じ使 用 者 が 利 用 した 回数 を横 軸 に と り、 そ れ ぞ れ の

利 用 回 数 ご と に 、何 人 ぐ らい の人 が 存 在 す るか の 人

数 を縦 軸 に表 した。

 この 図4に よ り、 利 用 頻 度 一 回 の 機 械 翻 訳 シス テ

ム の 訪 問 者 は44名 で 、全 体 の 人数 比 で25%に 相 当 す

る。 また 、 利 用 頻 度2～3回 は40名 で 全 体 の23%で

あ る。4回 以 上 は90名 で 、全 体 の52%で あ る。
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図3.機 械翻訳システムのシステム構成

使 用 回 数 の 内 訳

・利 用 頻度1回  :44名 25%

・利用 頻度2～3回:40名 23%

・利用 頻 度4回 以 上:90名 52%

 大雑把に言って、約半数は、時々、利用する使用

者で、約半数は何らかの自己の業務の中で機械翻訳

を必要とする使用者である。

・利 用 頻度11回 以 上:43名 256%

 さらに毎日の業務のなかで、高頻度に使用する機

械翻訳システムの使用者は、 「実稼働 日数の13に 等

しいか越える」、あるいは 「11～15回以上の使用者」

が該当し、利用頻度11回 以上は25.6%存 在 している。

上記の利用頻度4回 以上の52%は 固定的に利用する

使用者 と考えて良 さそうである。

4.使 用者の利用内容

 次に機械翻訳システムを利用して翻訳 した原文及

び使用者の履歴やインタビューにより、固定的に利

用する人と時々利用する人の利用形態について調査

を行なった。

固定的に利用(52%90名)

 プロの翻訳家ほど自由に語学を使いこなすことは

できないが語学が若干でき、海外交信などの業務で

翻訳を必要としている。これらのグループに対 して

何らかの翻訳の支援が必要で、海外交信が日常業務

となっている事業企画部門や、海外の出先機関との

市場対応に苦慮するサービス部門が該当する。

 プロの翻訳家に依頼すると、費用が発生 し、数日

のリー ドタイムを要することから、海外 との交信で

必要となる即時性の要求に対応できない。むしろ機

械翻訳を必要とするグループである。

 一方で工場、開発部門を中心に機械翻訳の需要が

多い。工場は海外生産拠点からの海外交信の必要性

から、十分とは言えない語学力をもとに自力で翻訳

の必要性 に迫られ、機械翻訳による強力な支援を必

要としている。開発部門は海外の技術情報及び特許

情報の検索に機械翻訳を使用 しており、頻繁にイン

ターネットサーフを行っている。つ まり日常の業務

活動の中で、機械翻訳システムが必然的に入り込む

のではなく、ランダムに機械翻訳システムを使用す

るグループである。
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      図5.翻 訳システムの利用状況

時々利用(48%84名)

 機械翻訳システムに興味を持って一度は訪れるが、

機械翻訳には興味は持つ ものの十分に機械翻訳シス

テムを利用 しているとは言えないグループである。

 日常業務の中で海外交信 を頻繁に行わないが、

時々、生産図面の出図などで翻訳が必要となるグル

一プで、これらには工場、開発部門が多い。

 以上のことから、逆に翻訳が主業務で翻訳業務と

して社内地位を築いているグループからの利用はほ

とんど存在 しない。
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使用セグメントの変化
部門ユーザ

翻訳の専門家

翻訳性能の要求

糠灘

個人ユーザ

翻訳を必要とする人

(必ずしも英語が

    得意でない)

支援性の要求

図6.使 用 セ グ メ ン トの変 化

5.機 械 翻 訳 が も た らす 二 つ の 変 革

 と ころ で導 入 当時 、 機 械 翻 訳 シス テ ム の 使 用 者 は

一 日 当 り10名 前 後 で あ っ た が
、図5に 示 す よ う に

「Web翻 訳 」 の 導 入 に よ り、 ユ ー ザ が 一一日当 り87

名 に 増 大 し、 「辞 書 の 拡 充 」 に よ り、 ユ ー ザ が215

名 まで 増 大 した。Web翻 訳 の 導 入 か ら5年 を 経 過

した現 在 で は 、 各 部 門 に浸 透 し一 日当 り350名 の 使

用 者 数 と な り、 機械 翻訳 シ ス テ ム の評 価 が 定 着 した。

 図5で 使 用 者 が増 大 した理 由 は 、で き な い英 語 を

駆使 して 海外 へ 手 紙 を送 信 た り、 メ ー ル を送 信 して

い る 人 々 に 、機 械 翻 訳 シ ス テ ムが 寄 与 した こ と に起

因 して い る。

 1989年 に機 械 翻 訳 シス テ ム を導 入 した 時 点 で は 、

機 械 翻 訳 シ ステ ムそ の もの が 高価 で あ った こ と もあ

り、使 用 対 象 部 門 は 翻訳 業務 に 関係 した部 門 で 、 そ

こ には プ ロの 翻 訳 家 が存 在 して い た。 そ の よ うな翻

訳 家 に対 して 、 下翻 訳 の ツー ル と して使 用 す る こ と

を考 え た 。

 しか しな が らWeb翻 訳 の 導 入 か らは 図6に 示 す

よ うに 、 プ ロか らアマ と言 う使 用 者 セ グ メ ン トの 変

化 が起 こ り、 使 用 者 の 増 大 と言 う機 械 翻 訳 シス テ ム

の ブ レー クが 生 じた 。

 ま た使 用 者 に対 す る聞 き取 りや ア ンケ ー トの結 果

に よ り、図7に 示 す よ うな 業務 プ ロ セ ス の 変革 も生

じている。

 従来の翻訳プロセスでは外注業者に依頼すると、

2～3日 のリー ドタイムを要し、海外交信で要求 さ

れる即時性の要求を満たすことができない。社内翻

訳家に依頼する場合、数時間程度の時間の遅れが生

じ、同様の問題が発生する。

機械翻訳システムの二つの変革

 ①使用者がプロからアマへ変化

 ②翻訳業務プロセスの変革

6.お わりに

 機械翻訳の取 り組みは長い時間を要したが、対外

部門からの感想や評判から、大 きな評価を得た。

 ところでビジネスプロセスの変革はどこでも言わ

れているが、誰にでも快 く受け入れられるものでは

ない。 しかしながら機械翻訳システムの場合には、

語学に苦慮 している者にとって、また多少、自信が

あるものにとっても、色々な効果が期待できる。第

1章 から第5章 までの議論により、次の三つの効果

が存在する。
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機械翻訳システムの導入の効果

 ①英語の翻訳が日常的に発生 し、海外の問合せに

  対して時間を置かずに応答することが可能であ

  る。

          一 即時性の要求に対応

②翻訳コス トを低減 し余った時間を戦略の推敲や

  仕様書の立案などの創造的な仕事に没頭できる。

            一 知的生産性の向上

 しか しながら機械翻訳の進展は緒についたところ

で、これが世の中全体に受け入れられるためには、

第2、 第3の ブレークスルーを起こし、翻訳性能を

向上させる必要がある。

導入前

原文清書

依頼

4頁 ～10頁1時 聞

社内翻訳

外注業者

が翻訳

4000～8000円1頁

リードタイム2～3日

校正 社内翻訳専門ス9ッフによる校正

機械翻訳システムの導入

手入力

機械翻訳
10頁～20頁!10分

後編集
社内翻訳専門スタ刀

  による校正

海外へ送付

図7.翻 訳作業 の流 れ

一15一



獅鷺縣黛

ATRに おけ るコーパ スベ ース対話翻訳研究

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

1.は じめに

 ATR音 声言語コミュニケーション研究所は、音

声言語を対象にした多言語機械翻訳の研究を行って

きました。音声言語の機械翻訳では、人間の自然な

発話を翻訳対象とするため、いわゆる文法的にしっ

か りした文のみが入力されるとは言えず、新聞記事

など書き言葉の機械翻訳を対象としたルールベース

機械翻訳のように自然言語解析処理技術に基づ く方

式では対処できない場合が多 くあ りました。また、

音声言語の翻訳では、そのシステムが使われる場面

によって、必要となる訳や表現が大幅に異なること

があ ります。例えば、一般的な日本人で外国人との

会話を必要とする場面を考えた場合でも、海外旅行

でのホテルの予約や、チェックイン、レス トランで

の注文など、多岐にわたります。ですから、様々な

表現がその場面に応 じて適切に翻訳できるよう、特

定場面へのチューニングが容易にできる翻訳技術で

ある必要があります。 さらに、外国語会話が必要と

なる場面は、英語だけとは限らず、近年、中国語や

韓国語などのアジア言語での会話の必要性 も増えて

きてお りますので、翻訳対象言語も容易に拡張でき

るような翻訳技術が望まれます。

 このような音声言語の特徴 を踏 まえ、ATR音 声

言語コミュニケーション研究所では、基本的にコー

パスを入れ替えるだけで言語対、翻訳対象分野を変

更することが出来るコーパスベース対話翻訳技術の

研究を進めてまい りました。ここでは、音声言語の

機械翻訳に関する当研究所の研究成果の一部につい

て紹介いた します。

2.コ ーパスベース対話翻訳技術

 当研究所では、日本語 ・英語を対象にして対訳の

データを中心においた翻訳システム構築技術を研究

しています。これは、翻訳システムを様々な話題 ・

ドメインの語彙や表現に適応 させるために必須な技

術です。この機能の実現のために、図1に 示すよう

な構成からなる機械翻訳システムを構築いたしまし

た(Sumita 2002)。 本 システムは大 きく、①換言器、

②用例ベース翻訳器、③パターンベース翻訳器、④

統計翻訳器、⑤統計的選択器の5種 類の機能からな

ります。

 まず、入力された音声は音声認識 され、テキス ト

化 します。このテキス ト化された文は ①換言器に入

り同じ意味を持つより簡単な文に換言(パ ラフレー

ズ)さ れます。これにより、翻訳対象となる文を単

純な基礎文に限定できるので、対訳 コーパスに存在

する単純 な文を参照して翻訳することが可能とな り

ます(下 畑2002)。

 次に、この基礎文は、3種 類の翻訳エンジンによ

り翻訳 され ます。②用例ベース翻訳器D3は 、対訳

コーパスから類似する表現 をDPマ ッチングやシソ

ーラスを用いた意味的近さにより検索 し、その類似

する表現の対訳文 を元に訳文を生成します(Sumita

2001)0

 ③パターンベース翻訳器HPATは 、対訳 コーパ

スを構文解析 した構文木の対から作成 した部分構文

木の対をパターンとして保持 し、基礎文に適合する

パターンと照合し、対応する目的言語のパターンの

構造 ・表現 を用いて訳文を生成します(今 村2002)。

 ④統計翻訳器SMTは 、対訳 コーパスから、単語

並びとその訳語の傾向を統計的に学習し、基礎文 に

ついて最尤の訳文を生成 します(Watanabe 2002)。

 これら3種 類の翻訳エンジンは、その翻訳傾向が

異なるので、エンジンごとに得意とする表現 ・不得

意 とする表現が異なります。このような構成 とする

ことで、複数の翻訳エ ンジンによる翻訳結果の中か

ら、入力文の表現を得意 とする翻訳システムの結果

を選択することが出来れば、個々の単独の翻訳性能

を凌駕する高い翻訳精度を達成できます。このため

に、⑤統計的選択器は、② から④の3種 類の翻訳エ

ンジンによる翻訳結果の中から、訳文 として統計的

に自然な単語ならびになっているものを自動的に計

算することで、個々の訳文品質を自動的に評価 し、

最 も評価の高い訳文を最終的な訳文 として出力いた
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します。すなわち、統計的選択器は訳の 「いいとこ

取 り」をする機能を有 しております(Akiba 2002)。

 ここで説明いたしました①～⑤の技術は、基本的

にコーパスがあれば自動的に学習し、システムが構

築できるものですので、前述の通 り、学習対象とす

るコーパスを翻訳対象 となる分野のコーパス、翻訳

対象言語対の対訳コーパスに入れ替えることで、翻

訳対象分野や言語対を効率的に変更することが出来

ます。

3.今 後の展開

 現在日英 ・英日を開発対象としている上記、コー

パスベース日英対話翻訳技術を日中のような他の言

語対へ拡張 してい くことにより、本方式が他の言語

でも有効であることの確認をしていきたいと考えて

お ります。また、本システムへの入力は音声認識結

果ですので、認識失敗 した文 も多々存在 しますし、

話 し手によって言い回しが大 きく異なることが考え

られます。ですので、換言器で も対応できないよう

な文が認識結果から入力 された際には、翻訳せずに

言い直 しを促すなど、音声からの入力を考慮に入れ

た技術の検討 も行っていきたい と考えております。

1 +人+色 」
   、、 裂{'

    ＼ミこト
       '玉

多人数で同時

  に訳す
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髄酬
Report from"Translating and the Computer 24"

           London, November 2002

                                  Carl Kay, Business Consultant
                                  (AAMT member)

ASLIB held"Translating and the Computer 24"in London on November 21-22,2002.
About 175 people, mostly Europeans working with language technology, were in
attendance. The keynote speaker, Hans Uszkoreit of DFKI in Germany, recounted the
history of his group'sMT efforts including collaboration with teams led by Prof. Tsujii
of University of Tokyo(President of AAMT).

Presentations covered a wide range of areas. Speakers from several companies

described in detail their technologies and applications:ISOGEN(XML tools);IBM

(Web services platform for translation business, currently in initial implementation at
Berlitz);Morphologic(MT system combining example-based and rule-based MT);and

Multicorpora R&D(full text multilingual corpus CAT tools). Speakers describing in-
house processes included Switzerland-based CLS Corporate Language Services(on-line

translation workflow tool)and Germany's SAP(controlled language support tools for

authoring linked to MT).

Three presentations reviewed the output of language technology systems. Veronique

Sauron of University of Geneva School of Translation and Interpretation compared

three commercial terminology extraction tools;Consultant Thei Zervaki tested several

leading free web-based MT services;and NCR'sVerne Morland reported the results of

adetailed user satisfaction survey at his global company regarding use of MT in

corporate newsletters.

Three presenters attempted to teach the attendees about areas they might be unfamiliar

with. Lorna Joy of Shuco International(UK)discussed issues in the details of

translating texts with extensive tagging;Karin Spalink of Sony Ericsson(USA)
discussed design issues relating to multilingual information organization on small

screen devices;and I gave a basic introduction to aspects of Japanese structure,

semantics and character sets that have impact on designing and using multilanguage

technology applications that support Japanese. My paper was co-authored with David
Fine, a software internationalization consultant based in the USA.

Views on trends in the translation business were given by a speaker inside the industry

(Trados)and from a third party perspective(University of Limerick Localization
Research Centre). Standards activity related to terminology was covered by Lee Gilliam

of University of Surrey. Yves Champollion from France gave a vision ofthe future of

MT, which will include the application of chaos and network theory and such concepts

as fractals to MT. His basic idea is that the only way to break through the limitations of

current models is to build machine intelligence about likely paths languages take based
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on analysis using network theory rather than the current brute force generation of all

theoretical possibilities and selection by scoring.

The lack of Asian representation in the conference was striking. Almost nobody丘om

Asia was in attendance, and only a few presentations made any reference at all to Asian

languages. As an American, I was impressed by how multilingualism is so common in

Europe and how diverse the conference was in terms of European languages. Seen as

someone丘om Asia, however, even Europe can seem a little provincial. Much work is

being done in Japan and all of Asia in language technology fields, but I wonder how

much the activity in Europe and Asia are informing each each other. Maybe it isjust a

matter of tight travel budgets in Asia at the moment.

The lack ofAsian language awareness in Europe almost affected my own presentation.

First of all, I was the only speaker who had to send a paper by air courier, because the

conference proceedings printer had no way to output the Japanese characters in the

electronic version of my paper. Next, when my own Japanese laptop crashed the day

before my trip, I had no way to show my slides without the Japanese characters turning

to gibberish on the conference site'sPC. Fo血mately I was rescued by AAMT member

Orie Miyazawa who lives in the countryside outside London. She and her family kindly

drove all the way to the city to loan me a Japanese laptop. What a relief to see the

Japanese start-up screen!

Despite the Asian problems, I was very impressed by the level of work being done both

in companies and universities in Europe. The controlled language work at SAP holds

great promise. I also felt strongly that XML and web services are slowly but surely
emerging as maj or change agents in the translation industry. As the paper by Reinhard

Schaler clearly shows, constant pressure to cut costs is overtaking even the fast pace of

consolidation in the industry. Further efficiencies must come from implementing new

technology such as web services in the supply chain. Verne Morland's results applying
Systran at NCR show that even fairly rough quality MT can meet users'needs if

expectations are managed and the MT is provided on an"opt-in"basis. It is interesting

to note however that among NCR offices worldwide, the reception ofthe MT output
was worst at NCR Japan.

While in England I also had the chance to speak at University of Leeds Centre for

Translation Studies. Again, I was impressed by the level of research being done there

and other universities in the U.K. Despite funding pressures at both universities and

companies, work in the field is going on. Despite the massive indi脆rence that language

issues meet among the general public, progress at implementation is being slowly made.

Information about ordering the proceedings ofthe conference"Translating and the

Computer 24"as well as about next year'sconference can be found at

httn://www.aslib.com/conferences/index.html.

If you wish to get a copy of my paper"Japanese Language:An Introduction for

Language Technology Professionals and Researchers"please send me an e-mail at

carlka mub.bi lobe.ne.' .

Thanks are due to the AAMT office for help in research for that paper.
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日本の機械翻訳関連ソフトウェア

★原則 として、日本国内販売あるいはアジア言語を対 象としている翻訳ソフトを掲載 し、

TMツ ール 、辞書 引きのみ のツー ル、オプション辞書 は原則 として非掲載です。

★この情報は、独 自調査によるものです。AAMT Webペ ージにも記載され 、随時更新され

ております。情報 の誤 りや本 リストに記載 されていない翻訳ソフトをご存 じの場合は、事

務局までご連絡いただければ幸 いです 。

★ソフト名称は、原則としてプラットフォーム/言 語対/バ ージョンを省略しています 。

(例:「AAMT/ej for windows V2.0」という製 品の場合→ 「AAMT」 と記載)

★複数の製品を扱っているメーカーのURLは 、その内1製 品のURLの 場合があります。

★本ページに記載のソフトの使用 、本ページに記載のURLに アクセスしたことに起 因する

すべての損害をAAMTは 補償いたしません。

★順不 同                           ★2003年3月 現在

云 、

ソフトウェア名

刈
日

英

英

日

昌 轟口 ・

その他
W:Windows

M:Mac OS

os

シヤー

マルチ ロセッサ セリエ

 ≡これ一

… 。sha  。co   so excit● 80  ma   w『 °  laz矯占㎞l

          EJ

          EJJE      IW
≡これ 一          EJJE      IW

: www.ho   8ku.toshib8.oo`

The ・ ロフェッショナル

The ≡インター ネット

The ≡オフィス

The ≡サ ー バ

用

EJ JE

EJ JE

EJ JE

EJ JE

J/www.h'rtachi.co.ic/soft trans

         EJ

  シ ス テ ム         EJ JE

W

W

W

W   UNIX

HICATS ≡

CROSSROAD for Enterprise

 日 ≡ア  タIICROSSROAD

た 通

 文 文 メイキン

PIVOT

                    W

                       UNIX

J/www.sw.nac.co.ia/soft/crossroad-enteroriso/index.html

          EJ JE                    W   Linux

          EJ JE                    W

          EJ JE                    W

            JE                    W

          EJ JE                       UNIX

BestiLand
      イEJ JE

   仏西葡伊露

ソフ  ェ

Pensee/V

Pensee for Internet

Pensee WWW Server

 工

・ www
.okisofしoo'   .. . index.htm

         EJ JE

         EJ

         EJ

www.vakushite.ne

W

W

UNIX

≡ してネット

J/210.151.214.30

TransLand

 EJ

ia/harnaku/honveku.html

 EJ JE

 EJ JE          W

WMPocketPC
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・ 80 aro
.'it8u.oom' 翁o臓

ATLAS

ATLAS 訳パーソナル

ATLAS ≡サ ーバ

TransLinGO!

EJ JE

EJ JE

EJ JE

JE

  +r⑰nqlir1σ ∩                    F.1

、器 撒  VIl閏 ワ、 ・.・雪騨

 ・魍 話腔蜘 湘 バート†- 1
盟 一}`丁                  ■

.IE

W UNIX

W

W

W

W

JE W M

LogoVista X Proマ ル チ リン ガ ル

LoEOVista X Basic+1

LoEOVista X Pro

コリヤ ≡ハ イリンカリ

コリャ 和1一 発 ≡スクー ル

EtoJ Internet

  F+^.lPr∩

鵬'コ ー 塑囑
     門  一  

rA I‐Iranser

謁 膏'源論
EJ JE 1号 言五、  口

EJ JE

EJ JE

EJ JE

EJ

F.1

W

W

W

W M

W

M

●

M

PC‐Transer

MED‐Transer

Web‐Transer

蓬莱

J×9か 国語

1_J Jヒ 央L【 τ

EJ JE

EJ JE

EJ JE

日中

日

EJ JE露 ウクライナ

W

W M

W M

Linux

w

W

W

L甑拙
■ 隙 聖
      閣

   司1姻

i  TranText

 三'一 酬 ・・ 冒 ぬ ・OO

藁轟

trlmouse

L唖 臓_ノ≧Eア イ       落
ン^テ ム

EJ w

wob.ifrfoweb。n●' 6m

JE

JE

W

W

     ・ソフ{皿G""

  i面 ヨ關ku

 www.aison aa        隠一

二 せIIコマ スマー ト ≡

  ウエ ワツカー
N/

にJ JE

EJ JE

EJ

W

W

W

入一ヒJ2/W

X-EJ

EJ

EJ

  x-nTCiw            iF.i.IE

匿_t郡 簸一

W

MS-DOS

W

匿・London

i・Seoul

h北y

Chinese Writer

WorldNet/EJ
y`Jウ オ ー カ ー'・Seoul

翻商 ウ オ ー カ ー °・北 」一

【J JE

日

日

日

EJ JE

日

日

W

w

W

W

W

PocketPC

PocketPC
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耳

ソフトウェア名

ソ3ン

英

日

剛
日

a員 口 、

その他
W:Windows

M:Mac OS

os

7イ aiwww.mvi.co

Dr. Surf

Dr. Surf Deluxe

EJ

EJ

旧Mh ・ wwwjbm.oo° softwaro itrterne  °n

W M

W

Translation Manaaer/2

インターネット ≡の王

Websphere Translation Server

EJ

EJ JE

工
EJ JE

: WW騨.k靴a-08a㎞.CO" 紬

OS/2

W Linux

W AIX,UNIX,Linux

World La

日

://www.lhsl.com/cowertranslator

W MS-DOS

Power Translator Pro.

Power Translator

ロンソ
西

: www.omronsofしcoy SP

W M

W

工

eWnn

 /www.soiku-mm.co.i

JE W

ス ーソ ユーンヨン

EJ JE W

://www.esciisolutions.com/nroducts/ndex.html
・ の

訳ヒカイチ
カイチ エコ

PocketTranser eco

PC-Transer

EJ JE

EJ JE日 中

EJ JE

EJ JE

EJ JE
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W M

W M

W

W M

W M

イン ー ・ット スハ

ス1一 工一ソスァ

EJ

://www.three-a.co.i
W
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The ・ ペ ー シ ッ

EasyTranslator

ソフ 工 httc /www.so

EJ

        哲EJ
 JE西

W

W
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エ ニノ
  ●

.t r

W

ソ  幽ア :iiwww. 5/index.html
TRANSTAR
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W

:/1YYWW.SOILC41Y1 .:CO ㎞1
HARIS
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EJ

・ www
.lo 曾ca忙oc.co  2000.㎞

W

CAT'S EYE EJ

シヤ StAtTi.00d

W

ン γ  iwwwJu

バ

覧 工 ! ≡ マ ス ー
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EJ JE W
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W

ono an rode  1嫡、html

ちゃん EJ W
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W
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W
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W
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W
・  ac一 恥oh轍wob
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CopernicTransSearch
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W
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日
日

nd co` 4 塾繭1

W

W
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J‐Transeate
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Trans babel

Web‐Mail ≡システム

画 訳システム
FAX文 ≡システム

NanaTech

日

日

日

日

日
日
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W

●
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ソフトウェア名

ハーンソフ ://www.haans D

BABEL for Haneul

アレアハン ル

アレアハン ルPLUS!

英

日

開
日

員 員口 、

その他
W:Windows

M:Mac OS

os

日

日
日

W

W

W
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W

W
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KORYO

ACHIM

日

日

W

W
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MaaicalGate EJ JE
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'・一 ムペ ージクイック EJ W
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ス ルアツ !ス ー ハ ー ≡

ロシ

EJ JE W

:  ㎜ サ識ooo attic .o 鵬8 m88 鱒

eAccela BizLin o EJ JE W

imos 畢  … gCl「鴇OS口OO

An-Nakel AI-Arabi

MLTS

アラ ア
アラ ア

CITA 0 afar Ina. ・ …
.O詮題0舗 し00搬

CITAC Translator W

om utor an icroelevtronivs Industri everapme
・ …

。O °論a蜘5.oe

Huan Yu Ton

Huan Yu Ton Professional

 h 薮n  om utor ofh呼a『獅  O漁  絢

Jin Shan Express

d

・G猶 誓a

esources ://WWW.WO .com

Korean Svbo Trans Enelish

emn arnua mi a雛 om ut●r ication Technoto o. ●

・  …'
.81111Y。o㎝

8

Orient Express

r are moo. :ziwww.saicnrsott corn

SAKHR CAT Translator
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:/iwww.sun .com

Sunshine ETran

Sunshine NetReader

Sunshine TranSuite Professional

日

日

猶自n就ar ㎝ ●n :  … 解漁n80.co

Transtar Fundamental

Transtar Professional

日

日
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Internet PBSSDOrt
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E‐Trans
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TransPen

Transwhiz

[<i

日
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、
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日
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LanEUase Master

1蘭1 脚  OO .nO O OS

ラ ナ
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W

W

://www.allvirtualware.aam

LogoMedia Translate

Axel Blume;{h c//www.ablume.co

AbcThai

  ム  西

露 日中韓葡
W

W

.Neff!Technolo ta.  wwvw.arao.ne

ArabTrans アラビア

ATA'Software Technolo 」/www.atasoftco

AI-Waft アラ ア
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W

W

rry sm pima ers.tripod.com argumati
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W
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鰻発発羨

統合型翻訳支援 システムClicheご 紹介

株式会社富士通研究所

 富 士通 研 究 所 で は、 産 業 翻訳 にお け る 業務 効 率 を

向 上 させ る た め の 翻 訳 者 ワ ー クベ ンチ(開 発 コ ー

ド:Cliche[ク リー シ ェ])を 開 発 し ま した[1,2,3,

4](図1)。 ま た、 翻 訳 業 界 で 見 られ る よ うな 典型 的

な 翻 訳 業 務 フ ロ ー の 環 境 を 構 築 し、 こ の 環 境 で

Clicheを 運 用 した 結 果 、翻 訳 効 率 が 従 来 の3～4

倍 に上 が る こ とが 実 証 され ま した 。

 Clicheの 特 徴 は以 下 の 通 りで す:

1.機 械 翻 訳 技 術 と訳 例 検 索技 術 の統 合

2.従 来 の 訳 例 検 索 を超 え た翻 訳 支援 用 イ ン ター フ

 ェ ー スお よ び類 似 度 計 算 方法 の 実現

3.ネ ッ トワ ー ク に よ る訳例 デ ー タベ ー ス(翻 訳 メ

 モ リ)、機 械 翻 訳 辞 書 の 共 有

4.常 に最 新 の ア プ リ ケー シ ョ ン を ダウ ンロ ー ド可

 能

5.ユ ーザ ビ リテ ィテ ス トに よるGUI設 計

6.産 業 翻 訳 の 現 場 を想定 した定 量 的翻 訳 評 価 で 、

 人 手 翻 訳 の3～4倍 の効 率化 を達 成

1.機 械翻訳技術 と訳例検索技術の読合

 産業翻訳の効率向上のためのアプローチとして、

訳例検索(ま たは翻訳メモ リ、TM)シ ステムおよ

び機械翻訳(MT)シ ステムが考えられ ます。訳例

検索 システムは入力文に対 し、過去に翻訳 した類似

対訳文訳例をデータベースから検索するシステムで

あ り、マニュアルの改版など、過去の翻訳とあまり

J
J

変わらない文書を翻訳するのに非常 に効果がある一

方、新聞記事や特許文など、過去の訳例がそのまま

使える場面が少ない文種の翻訳では、訳例がうまく

検索されてきません。機械翻訳は、翻訳速度は非常

に速いものの、人手翻訳に比べて翻訳精度ははるか

におちます。これらTM+MTを1つ のパ ッケージ

にまとめた製品も出ていますが、今回開発しました

システムClicheは 、 TM+MTの 統合を設計の段階

から考えました。TM中 の各訳例は登録時にMTに

かけられ、解析情報付の訳例として構造化されて保

存されます。また自動語句対応付けシステムにより

TMか らMTの 辞書も構築することが可能にな りま

した。つまり、TMが 賢くなればMTも 賢くな り、

MTが 賢くなればさらにTMも 賢くなるのです。

2.従 来の訳例検索を超えた翻訳支援用インターフ

 ェースおよび類似度計算方法の実現

 従来のTMに おいて類似度が低い訳例が使 われ

ることはまれでしたが、類似度が低い文でもその中

の単語やフレーズは使いまわしがきくのではないか

という発想でClicheの 訳例検索機能 を設計 しまし

た[4]。 その結果、従来のTMで は効率化がはか

れなか った、特許文書や契約書 な どの文書 に も

Clicheが 有用であることが実証されました。
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3.ネ ッ トワ ー ク に よ る訳 例 デ ー タベ ース(翻 訳 メ

 モ リ)、機 械 翻 訳 辞 書 の 共 有

 Clicheは ネ ッ トワ ー ク ア プ リケ ー シ ョ ンです(図

2)。 イ ン タ ー ネ ッ トまた は イ ン トラ ネ ッ ト上 の機

械 翻 訳 サ ー バ ー 、 翻 訳 メモ リサ ー バ ー を通 じて 機械

翻 訳 、 訳 例 検索 をす る こ とが で きる た め 、 翻訳 者 が

多 い プ ロ ジ ェ ク トで も、ADSL回 線 な ど を 通 じて

在 宅 か らで も翻 訳 者 が翻 訳 メ モ リや機 械 翻 訳 辞 書 を

共 有 で き ます。 リア ル タ イム に メ モ リや辞 書 の更 新

も可 能 に な りま した。

4.常 に最 新 の ア プ リケー ションを ダウンロード可 能

 作 業 マ シ ンが ネ ッ トワ ー ク につ なが って い れ ば、

Clich6サ ー バ ー か ら常 に最 新 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン

を ダウ ンロ ー ドして 起 動 す る こ とが で き ます(図2)。

作 業 マ シ ン に 入 っ て い るClicheが 最 新 版 と変 わ り

な い な らダ ウ ン ロ ー ドは 行 わ れ ない た め 、 一 度 ダ ウ

ンロ ー ド して お け ばClicheサ ーバ ー に つ な が っ て

い な くて も作 業 で き ます 。

5.ユ ーザ ビ リテ ィテ ス トに よ るGUI設 計

 これ まで の プ ロ トタ イ プの 開 発 で は 、使 い 勝 手 が

ユ ーザ で あ る翻 訳 者 の 作 業 速 度 に 大 き な影 響 を与 え

る と考 え、何 回 もの ユ ー ザ ビ リテ ィテ ス トを行 い 、

GUIの 観 点 か ら シ ステ ム を検 証 しま した[2]。

6.産 業翻訳の現場を想定 した定量的翻訳評価で、

人手翻訳の3～4倍 の効率化を達成

Clicheを 使って翻訳作業の効率実験を行 いまし

た[3]。 ここでいう 「効率」 とは、翻訳時間 と翻

訳品質を合わせたものを言います。速く翻訳 しよう

と思えば品質を犠牲にしてい くらでも速く翻訳でき

るからです。この実験の結果、WEB上 のオンライ

ンヘルプマニュアルの英日翻訳で人手翻訳の約3倍 、

特許文書の日英翻訳で約4倍 の効率化が図れました。

       Clicheに 関 す る連 絡 先:潮 田 明

            ushioda@jp.fujitsu.com
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薮製品紹分

イ ン トラネ ッ ト向け翻訳支援 システム

rCROSSROAD for Enterprise
株式会社 日本電気

1.は じめ に

 近 年 、 社 会 活 動 全体 が急 速 に ボ ー ダ レス化 、 グ ロ

ー バ ル 化 して い ます。 そ れ に伴 って 翻 訳 の 専 門 家 で

は ない 、 一般 の社 会 人 が外 国語 の文 書 を読 んだ り書

い た り しな け れ ば な らな い状 況 が 急 増 してい ます 。

外 国 語 文 書 の 読解 や作 成 を専 門 と して い ない 方 の 翻

訳 の 負 担 を軽 減 す る た め に 、 この た び弊 社 は イ ン ト

ラ ネ ッ ト向 け 翻訳 支援 シ ス テ ム 「CROSSROAD for

Enterprise(ク ロ ス ロー ド ・フ ォー ・エ ン ター プ ラ

イズ)」を開発 い た し ま した。

 本 シス テ ム は 、必 要 な翻 訳 支 援 機 能 をサ ー バ ー で

提 供 し ます の で 、個 々 のユ ーザ(ク ラ イ ア ン ト)の

パ ソ コ ンに は 本 シス テ ム専 用 の ソ フ トウ ェ アは必 要

な く、WEBブ ラ ウザ か らお 使 い い た だけ ます 。

 本 シス テ ム を導 入 してい ただ い た 企 業 ユ ー ザ殿 に

よる 実績 で は 、典 型 的 な社 員 の 翻 訳 に要 す る時 間 を

約3割 削 減す る効 果が 得 られ て い ます 。

2. 「CROSSROAD for Enterprise」 開 発 の ね らい

 本 シ ス テ ム は 、機 械 翻 訳 機 能 だけ で な く、 翻訳 に

必 要 な支 援 機 能 を装 備 した シス テム で す 。

(1) イ更不1」

 英 文 作 成 の 効 率 化 の ため に、 定 型 ビ ジ ネス 文書 の

対 訳 例 文 を豊 富 に用 意 しま した 。 また 英 文読 解 に は

機 械 翻 訳 が効 果 を発 揮 します 。 部 門特 有 の語 彙 は 、

部 門辞 書 と して部 門全 員 で 共有 で き ます 。

(2)安 価

 部 門で シ ス テム を導 入 して い た だ け れ ば 、部 門 の

全 員 で お 使 い い た だ け ます 。

(3)安 全

 社 内 イ ン トラ ネ ッ トに翻 訳 サ ーバ ー を導 入 しそ こ

に資 源 が 集 中 す るた め情 報 が社 外 に もれ る心 配 が あ

りませ ん 。

(4)手 軽

 サ ー バ ー だ け を管理 す れ ば よ い ため メ ンテ ナ ン ス

にか か る コス トを低 く抑 え られ ます 。

3. 「CROSSROAD for Enterprise」 の 主 な機 能

本 シ ス テ ム は次 の よ うな翻 訳 支 援 機 能 を備 え て い

ま す。

(A)対 訳 ビジネス文書例 利用機構

 英文 レターを書くコス トを低減するために、典型

的なビジネス状況で使 う英文 レターとその日本語訳

の対訳文書(ホ エールズウェブ ・ドット・コム社提

供)を 用意 しました。書 きたい主題に近い対訳文書

を選択 し、それを対訳編集環境で修正 して利用する

ことで、従来に比べずっと短時間に英文 レターを作

成できます。 また文書例の他に、1文 ごとの対訳文

例(研 究社提供38万 対訳を含む40万 対訳)も 保

持 しています。類似文検索機能を使って、対訳文例

の中から書 きたい文に近い文を探 し、英文作成に活

用できます。

(B)翻 訳メモリ機能

 操作マニュアルの改版などのように、翻訳済みの

文書を流用することで新規に翻訳するコス トが軽減

で きる場合があります。 このような状況に対応する

ため、本システムには翻訳メモリ機能を搭載 しまし

た。新規に翻訳すべ き文に対 して、既存の翻訳文書

の中にある類似文を検索 します。類似 した文がない

場合には、機械翻訳機能を使って下訳を得ることも

可能です。

(C)機 械翻訳機能

 本システムは、日英 ・英日の機械翻訳機能を装備

しています。特に英日機械翻訳には、新規に開発 し

た翻訳規則データベース型新エ ンジンを搭載 しまし

た。テキス ト翻訳(直 接入力 した文の翻訳)、WEB

ページ翻訳、ファイル翻訳の各機能からご利用いた

だけます。

 ファイル翻訳とは、特定の形式のファイルを入力

するとその形式のまま内容を翻訳する機能です。対

応 しているファイル形式は以下の通 りです。
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・テ キ ス トフ ァ イ ル 形 式( .txt)

・HTMLフ ァ イ ル 形 式

・Microsoft Officeフ ァ イ ル 形 式

(Word, Excel, PowerPoint)

・Acrobatフ ァ イ ル 形 式( .pdf)

(D)多 段ユーザ辞書機構

 機械翻訳のもつ性能を最大限に活用するには、必

要な単語を 「ユーザ辞書」 として登録 し、システム

に組み込んで使用することが有効です。 しかし機械

翻訳用の辞書内容を作成するには、原語 と訳語の両

方 を登録する必要がありコス トがかか ります。その

ため個人個人のユーザが充分な規模のユーザ辞書を

構築することは現実には容易ではあ りません。

 この負担を軽減するため、本システムでは、個人

のユーザ辞書以外に、部門別辞書、専門分野別辞書

をサーバーで共有できる機構 を設けました。個人個

人が辞書構築にかける負担を増やさずに、部門内の

皆さんが共通して使 う分野における翻訳品質を高め

ることが可能となります。

4.動 作 環 境

 本 シス テ ム は翻 訳 サ ーバ ー 、翻 訳 エ ンジ ンの2台

構 成 とな っ て い ます 。 必 要 なマ シ ン仕 様 は以 下 の通

りで す 。

翻 訳 サ ー バ ー:

OS  :Red Hat Linux 7.2 Professional版 ま た は

    MIRACLE LINUX Standard Edition 2.1

   (2003年03月 現 在)

CPU :Intel●Pentium4 Processor 2GHz以 上

メモ リ:1GB以 上

HDD :70GB以 上

翻 訳 エ ン ジ ン:

OS :Windows2000 Professional SP3ま た は

    Windows2000 Server SP3以 上

   (2003年03月 現 在)

CPU :Intel●Pentium4 Processor 2GHz以 上

メ モ リ:1GB以 上

HDD :70GB以 上

フ ァ イル 形 式 WORD、 EXCEL、 POWERPOINT

の 翻 訳 を 行 う 場 合 に は 、 マ イ ク ロ ソ フ ト 社 の

Microsoft●Office XP Professionalが 必 要で す 。 ま

た 、Acrobatフ ァ イル の 翻 訳 を行 う場 合 は 、Adobe⑧

Acrobat 5.0の ラ イセ ンス が 使 用 ユ ー ザ の 人 数 分 必

要 です 。

5.お 問 い 合 わ せ 先

 製 品 の 詳 し い 内 容 は 次 のURLを ご 覧 く だ さ い 。

http://www.sw.nec.co.jp/soft/crossroad‐enterprise/

日 本 電 気 株 式 会 社 市 場 開 発 推 進 本 部

言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン グ ル ー プ

e‐mail:support@cross.jp.nec.com

TEL O3-3798-3664

FAX  O3-3798-9189
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新製贔紹介

高い精度と操作性を提供する英日/日 英翻訳ソフ ト

「The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ルTM V 8.0」

                            株式会社 東芝

1.は じめ に

 東 芝 は、 英 日/日 英 翻訳 ソ フ トの 最上 位 版 と して 、

標 準 搭 載 辞 書 語 数 を従 来 の1.5倍 の150万 語 とす る と

と も に、 翻訳 専 門 家 や ビジ ネ スユ ーザ の ニ ー ズ に も

応 える 多 彩 な 機 能 を搭 載 した 「The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ

シ ョナ ルV8.0」 を2月7日 に発 売 し ま した。

 The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ルV8.0は 、 蓄 積 した

文 章 を活 用 して 翻訳 業 務 の 効 率 を高 め る 「翻 訳 メモ

リ機 能」 を強 化 し、文 の一 部 だ けが 一 致 す る場 合 の

検索 や 、検 索 結 果 の色 分 け表 示 、 検 索 結 果 の み の 表

示 な ど も可能 と し、使 い勝 手 を向 上 して い ます 。

 さ らに 、 グ ル ー プで の 翻 訳 の 効 率 化 ・均 質 化 を図

る た め に辞 書 共 有 機 能 で は 「ユ ーザ 辞 書 」 に 加 え 、

各ユ ーザ が訳 語 を登 録 した 「学 習 結 果 」 や 、 翻訳 文

を蓄 積 した 「翻 訳 メモ リ」、例 文 を登 録 した 「パ ター

ン辞 書 」 もグ ル ー プ内 で 共 有 で きる よ う に し ま した。

 そ の ほ か、 対 話 翻 訳 にお い て 訳語 の 出 所 とな っ た

辞書 を 明示 す る機 能 や 、WordやPDF文 書 を 翻 訳

・編 集 後 に元 の 文 書 の レ イ ア ウ トを復 元 す る機 能 な

ど、 翻 訳 専 門 家 や ビ ジ ネス ユ ー ザ の 要望 の強 い機 能

を搭 載 す る こ と に よ り、 翻 訳作 業 効 率 の 向上 を追 及

しま した 。

 また 、 従 来比 で 約2倍 の 辞書 語 数(英 日/日 英 各

200万 語)に 増 強 した 「The翻 訳 英 日/日 英 専 門 用

語 辞 書V4.0」 と、特 許 明細 書 に頻 出 す る 表 現 を 約

3,000文 収 録 した 翻 訳 メモ リ辞書 を新 た に 搭 載 した

「英 日/日 英特 許 翻 訳 オ プ シ ョ ンV3.0」 を合 わ せ

て発 売 し ま した。

TMX形 式データを使用可能です。

さらに、文中の特定の単語が異なる場合は、パター

ン辞書 として穴空き例文 を登録することもできます。

(2)チ ー ム で の翻 訳 を サ ポ ー トす る辞 書 共有 機 能

 チ ー ム で 翻訳 す る 際 に ネ ッ ク とな る の が 、用 語 の

統 一 で す。 旧 バ ー ジ ョンで もあ る 人が 登 録 した語 句

を チ ー ム全 体 で 共有 す る こ とが で きま した が 、 更 に

各 ユ ーザ の語 句 の学 習 結 果 や 、翻 訳 メ モ リ用 の デ ー

タベ ー ス 、 パ ター ン辞 書 な ど も共 有 可 能 と しま した 。

ま た 、分 散 して作 成 した辞 書 を1つ に ま とめ る こ と

もで きます 。

(3)辞 書作成支援機能も豊富

 原文中か ら未知語、名詞連接語などの辞書登録を

推奨する語句を自動的にピックアップし、品詞や活

用情報などを自動的に付与することがで きます。こ

れにより大量の文書に対 して容易に辞書整備が可能

です。さらに、登録後は辞書一覧編集機能で内容の

確認/編 集 も自由に行えます。

(4)さ らに使いやすくなった対話翻訳

 対話翻訳では、同一ウインドウ内に関連情報表示

エリアを設置し、類似文検索 ・確認翻訳 ・訳語選択

2.The翻 訳プロフェッショナルV8.0の 主な機能

(1)更 に強化された翻訳メモリ機能

 翻訳資産を活用できる翻訳メモリ機能を更に強化

しました。従来の 「同一文あるいは類似文の参照」

に加え、文の一部が一致する場合の検索や検索結果

の色分け表示、検索 された結果のみの表示などの機

能強化を行いました。登録データには著名な翻訳メ

モ リツールであるTRADOS等 で採用 されている 図1 対話翻訳画面
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図3 中国語訳振り

な どを行 うこ とが で きます 。 さら に、 訳 出 され た 語

句 が どの 辞 書 に あ っ た もの か を色 分 け して表 示 す る

機 能 や、 訳 語 候 補 の 用 例 を参 照 す る機 能 、文 章 中 か

ら辞 書 登 録 を推 奨 す る語 句 を リ ス トア ップす る機 能

な ど を加 えて 、使 い 勝 手 を向 上 して い ます 。

 別 々の 原 文 ・訳 文 フ ァ イル を対 応付 け なが ら読 み

込 ん だ り、Word/ExceUPowerPoint⑧/PDFデ ー タ

か らテ キ ス トを抽 出 して対 話 翻 訳 で翻 訳 した りで き

ます 。

(5)WordやPDF文 書 を高 精 度 翻 訳

 流 通 量 の 多 いWord文 書 やPDF文 書 を翻 訳 後 も

元 の レ イ ア ウ トに 保 つ た め にWordやAcrobat上

で ワ ンタ ッチ 翻 訳 す る機 能 を搭 載 して い ます 。 さ ら

に これ らの 文 書 中 の テ キ ス トを一 旦 対 話 翻 訳 上 に 読

み 込 ん で 、 翻 訳 、 編 集 な ど を行 った 後 で も元 の文 書

の レ イア ウ トに復 元 す るこ とが で きる よ うに な り ま

した(一 部 復 元 で きな い情 報 もあ り ます)。

 また 、無 償 配布 のAcrobat Readerと の連 携 翻 訳

機 能 、PDFデ ー タ をWordで 編 集 す る た め の 機 能

も搭 載 してお ります 。

(6)中 国語の日本語への訳振りを実現

 中国語翻訳ニーズに対応 し、中国語のホームペー

ジ全体やホームページ上の指定範囲の中国語に日本

語訳を振る機能を搭載 しました。ホームページ以外

でもマウスカーソルで文字をポイントすると自動的

に訳振 りを行えます。

(7)Microsoft⑧O何iceや 秀 丸 エ デ ィ タ連 携

 ビ ジ ネ ス シ ー ン で 多 用 さ れ るMicrosoft●Office

を は じめ 、Lotus Notes、 一 太郎 に翻 訳 機 能 を組 み

込 む こ とが で き ます 。 また 、 シェ ア ウ エ ア のベ ス ト

セ ラ ー 「秀 丸 エ デ ィ タ」 に も新 た に翻 訳 機 能 を追 加

可 能 と して い ます 。 さ ら に、Word連 携 翻 訳 で は 、

類 似 文 検 索 や確 認翻 訳 、訳 語 の学 習 に加 えて 、 埋 め

込 ま れ たExcel、 PowerPoint⑧ の 図 表 も 一緒 に 翻 訳

可 能 な ほか 、Word文 書 中 か ら辞 書 登 録 推 奨 語 句 を

自動 的 にExcelに 出 力 し、 一一括 して 登 録 で き る 機

能 も有 し、 翻 訳 精 度 を さら にr_げ るこ とが で き ます 、,

(8)イ ン ター ネ ッ ト関 連 の機 能 を強 化

 ブ ラ ウザ で の 翻 訳 機 能 を充 実 し ま した 。翻 訳 した

い ペ ー ジ を 表 示 させ た 後 、 ブ ラウ ザ に埋 め込 まれ た

翻 訳 ボ タ ンの ワ ン ク リ ッ クで翻 訳結 果が 得 られ ます 。

Microsoft Internet Explorerで は 「The翻 訳 ツ ー ル

バ ー」も組 み 込 め ます 。ブ ラ ウザ 上で の学 習 や 、キ ー

入 力 した文 の 翻 訳 、辞 書参 照 、 ドラ ッ グ範 囲 の翻 訳

結 果 の 対 訳 表 示 な ど と併 せ 、 ます ます 使 い 勝 手 を 向

上 させ て い ます 。 ま た 第3の ブ ラ ウザ と呼 ば れ る

OperaやWindows②XPに 標 準 搭 載 のWindows

Messengerに も対 応 して い ます 。

噸Fの@亀 瀞露繊 轟

   図4 The翻 訳 ツー ル バ ー
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 メー ル ツ ー ル に も翻 訳 ボ タ ンが 組 み込 まれ 、 ワ ン

ク リ ック翻 訳 が 可 能 で す 。 更 に、 受 け取 っ た メ ー ル

を直接 翻 訳 もで き ます 。

(9)ま だある便利な機能

・用例参照用の辞書も標準搭載

 翻訳家をはじめとして、広 く使われている研究社

リーダーズ英和辞典、新英和 ・和英中辞典を参照用

電子辞書 として搭載。翻訳実務でニーズの高い辞書

引きが可能です。

・要約もできる文書管理ツール

 文書に自由なキーワー ドを設定 して、簡単に原文

と訳文を対応 させて文書を保存 したり検索したりす

ることができます。さらに、登録 した文書の要約 も

できます。

・希望の解釈を選択できる別解釈機能

 複数の解釈を持つ文を翻訳する場合に、それぞれ

の解釈による翻訳結果を表示 し、その中から希望の

解釈を選ぶことができます。

・マルチラインクイック翻訳

 マウスでポイントした部分を翻訳できます。複数

の行にわたる場合で も、文の先頭と最後を自動的に

検出して翻訳できます。

・翻訳結果を確かめる確認翻訳

 日本 語 を入 力 して 翻 訳 した 結 果 が 自分 の 意 図 した

もの に な っ てい るか を、 翻 訳 結 果 を 日本 語へ 再翻 訳

す る こ とで 確 認 で き ます 。

・高 機 能OCRソ フ トExpressReaderを 搭 載

 印刷文書の翻訳のために、OCRソ フ トを搭載 し

ました。

3.英 日/日 英専 門用 語辞 書V4.0

 既 存 辞 書 の 語 彙 強 化 を図 る と と もに 、新 た に6種

類 の 辞 書 を 加 え、 英 日/日 英 各18分 野22種 類200万

語 と な りま した 。 また 、The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョナ

ルV8.0と 使 用 す れ ば 、科 学 技 術 辞 書 、学 術 用 語 辞

書 は、 詳細 分 野設 定 に よ り、 きめの 細 か い訳 語 出力

が で き ます 。

 上 記 辞 書 は セ ッ ト販 売 の 他 、 ネ ッ トシ ョ ップ よ り

分 野 別販 売 も して お ります 。

4.英 日/日 英特許翻訳オプションV3.0の 機能

(1)特 許自動前編集機能で翻訳精度向上

 翻訳ソフ トが苦手とされていた特許明細書の文章

を高精度に翻訳 します。操作は文書の種類 として

「特許文書」を選ぶだけで、後は自動的に長い文を

分割 したり、必要な語句 を補った りした上で、特許

文書専用の辞書 ・文法を用いて翻訳 します。対話翻

訳で確認 しなが ら翻訳 したり、ファイルを一括 して

翻訳 したりと、用途に応 じた形態で翻訳できます。

また翻訳結果の書誌的事項を特許明細書の形式に後

から置 き換える必要はあ りません。

(2)専 門用語や用例をサポート

 上述の専門用語辞書を搭載 し、多分野にわたる特

許の翻訳をサポー トします。さらに、明細書に頻出

する表現を翻訳メモリ用のデータベースにあらかじ

め登録 しているので、定型表現の高精度翻訳が可能

です。

(3)SGML文 書やWord文 書に対応

Wordで の作成が多い特許文書 をそのままWord

上で翻訳 した り、特許庁CD-ROMで 使用 されて

いるSGMLデ ータを直接翻訳 した りす ることが可

能です。

● 希 望 小 売 価 格

The翻 訳 プ ロフェッショナルV8.0 85,㎜ 円(税 別)

専 門用 語 辞 書V4.0英 日/日 英 各38,000円(税 別)

特 許 翻 訳 オ プ シ ョ ンV3.0   ・:111円(税 別)

お 得 な ラ イセ ン スパ ック商 品 、 旧 バ ー ジ ョ ン商 品 を

お 持 ち の お 客 様 は優 待 価 格 で購 入 す ることが できます。

● 製 品 情 報URL

 http://www.hon‐yaku.toshiba.cojp

● カ タ ロ グ ご請 求 先URL

 http://cn.toshiba.co.jp/reg/honyaku/form.htm

●The翻 訳 、 The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル は株 式 会

 社 東 芝 の 商 標 で す 。

● 記 載 され て い る商 品 名 、 会 社 名 はそ れぞ れの 各 社

 が 登 録 商 標 、 また は 商 標 と して 使 用 して い る場 合

 が あ ります 。

● 本 製 品 の 仕様 は予 告 な く変 更 され る場 合 が あ りま

 す 。
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薪製酷紹糠

実務翻訳で使われる翻訳支援 ツール

PC-Transer V 10(PCト ラ ン サ ー)

株式会社 クロスランゲージ

1.は じめ に

 株 式 会社 クロ ス ラ ンゲ ー ジ は、 企 業 や 官 公 庁 、 翻

訳 者 に 導 入 実 績 の 多 いCPC-Transer」(PCト ラ ン

サ ー)の 新 バ ー ジ ョ ンを 発 売 し ま した 。 大 容 量145

万 語 の 基 本 語 辞 書 と22分 野 の 専 門 語 辞 書 を標 準 搭 載

し、 機 械 翻 訳 を実 務 に使 い こ なす た め に必 須 の ユ ー

ザ 辞 書 支 援 ツー ル を強 化 しま した 。 英 文 お よび和 文

の 語 の 出 現 頻 度 が 一 目で わ か る 「頻 度 リス ト」 や 、

翻 訳 辞 書 に登 録 され て い な い語 を 一 覧 に した 「未 知

語 リス ト」 な どの 機 能 も搭 載 して い ます 。 ス タ ンダ

ー ド版
、 翻訳 メ モ リを搭 載 した プ ロ ッシ ョナ ル版 、

ネ ッ トワー ク対 応 エ ン ター プ ラ イ ズ版 の3つ の ラ イ

ンナ ップ を用 意 して い ます 。
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2.最 高水準の翻訳精度と便利な出典辞書のカラー

 表示機能

 英 日63万語、日英82万 語合計145万 語の基本語辞

書を搭載 しています。最新の時事用語、固有名詞な

どを強化 しました。また、22分 野204万 語の専門語

辞書を搭載 していますので、広範囲な分野の翻訳 に

も高い翻訳精度を実現 します。 トランサーの大きな

特長である使いやす くパワフルな 「対訳エディタ」

では、これら基本語辞書、ユーザ辞書、専門語辞書

に、それぞれ独 自の色を指定できますので、訳文の

結果で、どの辞書からの訳語なのかが一 目でわかり

ます。
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3.リ ー ダ ー ズ 十 プ ラスV2デ ジ タル辞 典 と文 字 認

 識 ソ フ トを搭 載

 (エ ン ター プ ラ イズ版 には 含 まれ ませ ん)

 S

(1)リ ー ダ ー ズ 十 プ ラ スV2英 和 辞 典 を辞 書 引 きで

 き る 「ロ ボ ワ ー ドfor Transer」 を搭 載 。

 収 録 語 数27万 語 で 、俗 語 ・イ デ ィオ ム ・固 有 名 ・

略 語 な どを包 括 的 に収 録 、新 聞 雑 誌 か ら専 門 書 ・小

説 まで あ ら ゆ る分 野 の英 語 に対 応 した 「リー ダー ズ

英 和 辞 典(第2版)」 と、収 録 語 数19万 語 で 、 新 語 ・

時 事 用 語 ・固 有 名 を含 む新 情 報 、 各 分 野 に わ た る 豊

富 な百 科 事 典 的 情 報 を増 強 した 「リー ダー ズ+プ ラ

ス 」 を搭 載 しま した。 こ れ らの 辞 典 は 、 デ ジ タル 辞

書 機 能 の 「ロボ ワー ド」 か ら、 辞 書 引 き、 ワ ン タ ッ

チ 辞 書 引 き な どが で き ます 。

(2)文 字 認 識 ソ フ ト 「e.Typistエ ン トリ ー」 を搭 載

 し、紙 の情 報 も シ ー ム レス に翻 訳

 翻 訳 ツ ー ル バ ー の[OCR]ボ タ ン を押 す と、OCR

ソ フ トを起 動 し ます 。 紙 の情 報 を 文 字認 識 ソフ トで

読 み 取 り、 テ キ ス トに し た 文 字 列 をPC-Tranaer

で シ ー ム レス に翻 訳 を行 う事 が で きます 。

対訳エディタ
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4.機 械 翻 訳 を実 務翻 訳 で使 うた めの 「新 機 能 」

(1)頻 度 リ ス ト出 力

 原 文で よ く使 わ れ る語 と、 そ の頻 度 数 を リス トア

ップ します 。 タブ 区 切 りテ キ ス トと して 出 力 します

の で 、Excelな どで 訳 語 を 追 加 す る な どの 編 集 を行

う事 が で き ます 。 も ちろ ん a,the,that,itな どの 機

能語 は頻 度 リス トと して は取 り上 げ ませ ん。この 「ス

トップ ワ ー ド」 と呼 ば れ る フ ァ イル にユ ー ザ が語 を

追加 す る事 も可 能 で す 。 英 文 、和 文 どち らに も対 応

した機 能 です 。 翻 訳 を行 う前 に 文書 の頻 度語 を リス

トア ップ し、 あ らか じめ ユ ー ザ 辞書 に登 録 して お く

事 で 、用 語 の 統 一 をは か る 事 が で き ます 。

フ ァ イ ル を読 み 込 む 際 の オプ シ ョ ンの1つ と して実

現 して い ます 。

(3)ユ ー ザ 翻 訳 ロ ッ ク

 訳 文 を修 正 す る と、黒 い鍵 マ ー クの 「翻 訳 ロ ッ ク」

マ ー クが 付 き ます 。 誤 って 再 翻 訳 しな い よ うに す る

機 能 で す 。 この 自動 翻 訳 ロ ッ クの 機 能 に、 ユ ー ザ ロ

ッ ク機 能 を追 加 しま した 。 右 ク リ ッ クで 、 黒 の鍵 マ

ー ク を 白の 鍵 マ ー ク に変 更 で き ます 。 用 途 は 自由 で

す が 、 一 人 だけ が 訳 文 を修 正 して 、 「要 チ ェ ッ ク」

の 場 合 は、 黒 ロ ック、 翻 訳 グル ー プ皆 で チ ェ ッ ク済

み で 翻 訳 文 が 完 全 で 、 この ま ま翻 訳 メモ リ に も登 録

す る訳 文 とい う場 合 に は 白 ロ ック に します 。

英文の頻度リス ト

和文の頻度リス ト

(2)ユ ーザ辞書訳語挿入

 自分で作成 したユーザ辞書の訳だけを原文側に表

示する機能です。翻訳支援ツールとして使用する場

合には、「機械翻訳」「ユーザ辞書の訳」「翻訳メモリ」

いろいろな組み合わせで、訳文を生成 します。

 機械翻訳を翻訳支援 ツールとして使 う最も大きな

利点は、用語の統一が簡単である事 と、訳抜けがな

い事です。実務翻訳の現場では、用語集をあらか じ

めユーザ辞書として…括登録 した後に、機械翻訳を

使用 します。 トランサーのユーザ辞書一括登録は、

名詞に関して、タブ区切 りで英語と日本語のテキス

トがあれば、そのままユーザ辞書として登録できま

す。ユーザ辞書の訳を原文側に表示 させる機能は、

(4)TMXフ ァ イル イ ン ポ ー ト ・エ ク スポ ー ト

 翻 訳 メモ リ業 界 標 準 のTMX形 式 に対 応 して い ま

す 。TRADOSな ど の 翻 訳 メ モ リ を 、 TMX形 式 に

よ って 、 トラ ンサ ーの 翻 訳 メモ リ と して イ ンポ ー ト

す る事 が で き ます 。 ま た 、 トラ ンサ ー で 作 成 した翻

訳 メモ リをTMX形 式 で 、 エ クス ポ ー トす る こ と も

可 能 で す 。TM 2、 タ ブ 区 切 り形 式 、 トラ ンサ ー 独

自形 式 の 翻 訳 フ ァイ ル、 対 訳 テ キ ス トを イ ンポ ー ト

す る事 もで き ます 。 ま た 、原 文 の み 、 訳 文 の み の フ

ァ イ ルが あ る時 に、 対 訳 エ デ ィタの 原 文 側 と訳 文 側

に読 み 込 み 、 ア ラ イ ンを確 認 後 、 対 訳 テキ ス トを作

成 で き ます 。(ス タ ン ダー ド版 に は 、含 まれ ませ ん)

5.製 品 の ラ イ ンナ ップ と価 格

 全 ラ イ ンナ ップ に、22分 野 双 方 向204万 語 の専 門

語 辞 書 を搭 載 してい ます 。

 ス タ ン ダー ド、 プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル には 、 リー ダ

ー ズ+プ ラ スV2英 和 辞 典
、 デ ジ タ ル 辞 書 引 き機

能 、 文 字 認 識 ソ フ トな ど を標 準 搭 載 して い ます 。 ス

タ ン ダ ー ドに は 過 去 の 資 産 を 利 用 す る 「翻 訳 メ モ

リ」 機 能 は 付 い てい ませ ん。 エ ン ター プ ラ イ ズ版 は、

ネ ッ トワー ク対 応 で 、1サ ーバ ー 、2同 時 使 用 ラ イ

セ ン スが 付 い て い ます 。

 ス タ ン ダー ドとプ ロ フ ェ ッシ ョナ ル は、限 定111

本 を 「PC-Transerl5周 年 記 念 キ ャ ンペ ー ン価 格 」

に て 販 売 して い ます 。
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***「PC-Transer15周 年 記 念 キ ャ ン ペ ー ン」 の ご 案 内***

(1)ス タ ン ダ ー ドと (2)プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル(限 定 各2,㎜ 本)を 「PC-Transer15周 年 記 念 キ ャ ン

ペ ー ン価 格」 に て販 売 して い ます 。

 商 品 が な くな り次 第終 了 させ て い た だ き ます 。*価 格 は税 別 で す 。

(1)PC-TranserV 10ス タ ン ダー ド

  *キ ャ ンペ ー ン価 格68,㎜ 円

       (通常 価 格 88,000円)

(2)PC-TranserV 10プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル

  *キ ャ ンペ ー ン価 格 98,㎜ 円

       (通常 価 格 128,000円)

(3)PC‐TranserV 10エ ン ター プ ラ イ ズ

  *キ ャ ンペ ー ン対 象 外 商 品(価 格298,000円)

【お問合せ】 開 発 ・販 売 株 式 会 社 ク ロ ス ラ ン ゲ ー ジ

〒169-0051 東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田2-20-9

      ウ ィ ン西 早 稲 田 ビ ル7F

TEL:   03-5287-7588

E:mail:info@crosslanguage.co.jp

URL:  http://www.crosslanguage.co.jp
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禽員投稿

用語 集 超 活 用 ソ フ トSuperHT3の ご紹 介

有限会社 ア トリエ ・ワ ン Su erHT3 業室 貝 島良太

 私 は 、昨 年 の4月1日AAMTの 個 人 会 員 に な り

ま した 。

 個 人 会 員 と して は 新 参 者 で す が 、株 式 会社 日立 国

際 ビジ ネス に在 職 して お り ま した と き、 早い 段 階 か

らJAMTの 法 人 会 員 に な って お りま した 。 同社(当

初 の 社 名 は 株 式 会 社 国 際 ビジ ネスサ ー ビス)で 、 私

は翻 訳 部 門 を担 当 して お り ま した。 そ の後 開 発 部 門

を発 足 させ 、 用語 集 超 活用 ソ フ トHT3(エ イチ テ ィ

ー ス リー)と 改 良版 のSuperHT3(ス ー パ ー エ イ チ

テ ィー ス リー)を 開発 し ま した 。昨 年6月 に同 社 を

退 職 し、SOHOで 引 き続 き 同 ソ フ トに 関 す る業 務

を行 っ て お ります 。 この た び事 務 局 の 方 か ら、 機 械

翻 訳 に 関 連 す る 内容 で の投 稿 依 頼 を頂 きま したの で 、

私 と機械 翻訳 の馴 初 め と、私 が 開発 い た しま した ソ

フ トに つ い て 述べ させ て い た だ き ます 。

 ちな み にAAMT Journal No.19(June 1997)の

新 製 品 紹 介 欄 にHT3に つ い て掲 載 させ て い た だ い

て お り ます 。

私と機械翻訳

 私が機械翻訳に初めて触れたのは1984年1月 のこ

とです。当時私は株式会社日立製作所の輸出営業所

コンピューター部に在籍 し、欧州向け小型ディスク

販売を担当してお りました。新年早々に事業部長か

ら突然呼ばれ、 「明日からシ研(川 崎市にある日立

製作所のシステム開発研究所のこと)に 行ってもら

う。目的は、現在シ研で開発中の日英機械翻訳の開

発を手伝 うこと。2年 以内に立ち上げて、機械翻訳

を事業の柱 とする翻訳会社を設立 したい」と言われ

ました。

 それまで私は機械翻訳のことをSF小 説や鉄腕ア

トムの世界のことと思っていました。いわば外野席

から無責任に見ていましたし、第一専門知識がゼロ

ですから、与えられた任務 をまったく遂行できない、

と先ずは辞退いた しましたが、結局は宮仕えの悲 し

さ、 「開発を横から見て、どの程度使えるかの評価

や、改良の提案をすればよい」 とのことでしたので

引 き受 け ま した 。 そ れ か ら2年 間 、右 も左 も分 か ら

な い状 態 で研 究 所 通 い が始 ま りま した。

 当 時 、 パ ソ コ ンな どは もち ろ ん あ り ませ ん。 研 究

所 の 計 算 機 セ ン タ ー に あ る ホ ス トコ ン ピ ュ ー ター

(HITAC-M 200 Hと い う何 億 円 もす る 汎 用 コ ン ピ

ュ ー ター で 、 空調 され た部 屋 に で 一 ん と据 え付 け ら

れ て い ま した)に 研 究 室 に あ る 端 末(T-560!20)

か ら、 日本 語 を 入力 して お く と、 翌 朝 計 算 機 セ ン タ

ー に翻 訳 結 果 が プ リ ン トア ウ トされ て お り、 そ れ を

取 って きて 、 や お ら英 語 の 出来 を評 価 す る とい う も

の で した。 プ リ ン トア ウ トを取 りに行 くの を忘 れ て

い た りす る と、 「早 く と りに来 る よ うに」 との お 叱

りの電 話 が計 算 機 セ ン ター か らあ っ た こ と も何 度 か

あ ります。

 この2年 間 で 、 日立 以 外 の機 械 翻 訳 の デ モ を見学

した り、各 社 の 開発 者 との意 見 交 換 な どか な り精 力

的 な活 動 を い た しま した 。 ス タ ン フ ォー ド大学 で 開

催 され たCOLING'84に も参 加 し ま し た。 テ キ サ

ス 大学 の言 語 研 究 所 に 、英 語 の冠 詞 と不 定 冠 詞 の使

い 分 け 規 則 を 作 っ て い た だ い た り、New Yorkの

Smarm社 でPEP(Plain English Program:平 易 な

技 術 英 文 を書 く ソフ ト)の 導 入検 討 も し ま した 。 い

ず れ も英 文 生 成 に役 立 て る た め で す。 とい う訳 で 、

こ の2年 間 で相 当機 械 翻 訳 の 知 識 が得 られ た こ とは

確 か です 。

 蛇 足 です が 、 当時 日立 の 日英 機 械 翻 訳 の ニ ッ クネ

ー ム はATHENE!N(ギ リ シ ャ神 話 の学 問 の 女 神)

で したが 、 ア テ ネ は(翻 訳 結 果 が)「合 っ て ね 一」 に

通 じ縁 起 が 悪 い か ら と、HICATS-JE(ハ イ キ ャ ッ

ッ ジ ェ イ イ ー)と い う猫 の よ うな名 前 に な りま した 。

機械翻訳の問題点

 翻訳の質を上げるために文法規則や辞書の整備を

しなければなりません。その規則 と辞書を作るため

の例文に対 しては、当然良い結果が出るようになり

ます。 しか し、人間にとって例文 と同程度 と思われ

る文章でも機械から見ると別物で、でたらめな訳文
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が出て しまい予想が裏切 られることがしばしばあり

ます。これを回避するために更に規則を追加するの

ですが、次第に規則同士の矛盾が生 じて自滅する確

率が高 くなってしまいます。また、理論的に幾通 り

もの翻訳結果が出ることがほとんどで、それを見る

と同 じような文章が場合によっては100文 くらい羅

列され、その中から正 しそうなものを探すだけでも

大変な作業で した。自分で翻訳 したほうがよほど早

いと感 じたことがたくさんあります。少なくともま

ったく同一の訳文は一つだけ表示するという改善提

案をし、取 り入れてもらったことが陵か しいです。

そういう訳で当時の機械翻訳はエ ンドレスな開発と

なり、問題は山積でした。これらの見直 し、対策や

ら改良で 「使用に耐えるものは後2年 間待って欲し

い」と常々研究者から言われていました。そのころ

は私もうぶで したから、 「そういうものか」 と信 じ

てお りましたが、2年 たっても良い結果には恵まれ

ませんでした。

 シ研での2年 の刑期(!)を 終えるにあたり 「機

械翻訳の翻訳事業への導入」について社内報告書を

まとめました。結論は、 「機械翻訳を翻訳事業に導

入するのは時期尚早。経済性を無視すれば可能」と

いうものです。当時の試算で、機械翻訳は手翻訳(通

常の翻訳者による翻訳のこと)の 場合と比べ、2倍

程度の費用がかかると結論付けました。手書き原稿

からのテキス ト入力費用、プレエデ ィッ ト費用、

CPU使 用料、ポス トエディット費用、更に高額な

ハー ドとソフトのリース料を見込むからです。特に、

当時の汎用コンピュータの使用料は割高で1文 章訳

すのに10円 から50円程度かかっていたと思います。

とくに、始末が悪いのは、機械にとって難解なもの

は相対的にCUP時 間が長 くかか り、その挙句、最

後に日本語交 じりの訳文とはいえないものが出て く

るのです。失敗 したものほど金がかかるという恐ろ

しいもので した。

 1987年 に新会社は設立 され、私は新会社の翻訳部

門に移ることにな りました。結局その報告書が効い

て(?)機 械翻訳は導入 しないで普通の翻訳業務を

含む ドキュメンテーション事業を立ち上げました。

1991年JAMTの 発足 に当たり、いつ実用に供する

機械翻訳が出てきても良いように最新情報を得るた

めに法人会員になりました。

 機械翻訳 に携 わる多 くの方々に完成時期 をお伺い

すると、口をそろえたように 「あと2年 もあれば何

とかなる」と言われました。あれから20年経ったの

ですが、やは り 「あと2年 」はかかるだろうと思い

ます。

 やはり、最大の問題点は自由入力の自然言語に対

応できないことです。これはあまりにもハー ドルが

高す ぎて、無理であると言 うことだと思います。制

限文法で書かれた原文であれば、 まあまあの結果が

出ますが、それですと素人では使えず実用にはなり

ません。自由入力文を制限文法で書き直すのに手間

 (お金)が かか ります し、書き直 したら必ず良い結

果が出るかはやってみないと分からないという点は

永久課題 として残 ります。現在は、コンピューター

の環境が20年前 と比べて隔世の感がありますから、

自分のパソコンで手軽な機械翻訳 ソフ トを遊んでみ

ることができます。入力のしやす さなど多 くの進化

は十分感 じますが、翻訳性能自体は残念ながら20年

前の研究所 レベルと大差ないように感 じます。

 次に大きな問題点は、訳文を読んでみないと正確

さがわからないという点です。ということは、日英

/英 日のように英語の知識が多少でもある場合は、

自分で原文と訳文を見て、あっているとかいないと

かの評価ができますが、まったく知らない言語 と日

本語の場合は訳文が正 しいのか判断がつかないとい

う点です。マーズ ・アタックという火星人が地球に

攻めてくるSFコ メテディ映画があります。一人の

科学者が機械翻訳装置を作 り、英語と火星語を翻訳

するところがあ ります。人間からの最初の歓迎 「よ

うこそ」の翻訳結果を聞いた火星人たちが突然激怒

し、その場にいた人たちを皆殺 しにしたのをきっか

けに、人間と火星人の間で戦争が始まると言うもの

です。結局人間が勝つのですが、翻訳結果が人間に

は分からないので、なぜ火星人が怒ったのかが分か

らす、人間も火星人のことを失礼な連中だというこ

とになったのです。本来の機械翻訳はまったく相手

の言語が分からない状態で安全に使えなくてはなら

ないはずです。現状の日英/英 日機械翻訳を使って、

あってるとかいないとか言っているようでは機械翻

訳の先はまだまだ遠い と言わざるを得ません。

こんなソフトはないものか

 前職での翻訳業務は、マニュアルの日英/英 日翻

訳が業務の大半を占めてお りました。多 くの場合顧

一37一



客からは原稿と共に用語集が支給 されます。当然顧

客は用語集にある訳語は翻訳文に使われていること

を期待 します。 しか し、翻訳作業には当該分野に強

い翻訳者を当てますから、翻訳者自身が用語をよく

知っており、支給された用語集をあまり参照しない

で翻訳をすることになります。そうなると、顧客指

定の用語集にある訳語があまり使われない翻訳が出

来ることも多く、顧客か らのクレームを受けること

にな ります。

 翻訳の仕事の多くは短納期を要求されます。もし、

このような不具合が見つかりますと、顧客からは「明

日の朝までチェックして再提出するように」と言わ

れます。このようなクレームはほとんどが夕方退勤

しようとする直前に電話で来るのです。こうなると

悲惨です。翻訳者に再チェックを依頼 しても、 「別

の仕事を始めているので直 ぐにはそのチェックに手

がつけられない」、「用語集の訳語を全部使 うなんて

いう作業は、到底できない相談」で、最後は 「この

納期と料金では無理」、「いや、発注のとき用語集の

用語を使うように指示 したはず」、「重要と思われる

ところは用語集の用語を使ったのだから良いではな

いか」、「もう貴社とは仕事ができない」など、お定

まりの応酬の末、けんかになります。顧客には内輪

のことはあまり言えませんので、間に入ったコーデ

ィネーターが用語集と訳文を徹夜でチェックするよ

うなことがしばしばありました。それでもすべてを

潰せるものではありません。

 現状の機械翻訳は業務用にはまだ使えない。だか

ら翻訳者に翻訳 してもらわなければならない。 しか

し、用語集の訳語を思 うようには使ってもらえない。

用語集の用語が訳語にきちんと使用 されたかの検収

にも多大な時間がかかる。 さてどうするか。

そこで考案したのが、

 ①翻訳原稿に訳語付与を完全に正確に行 うこと。

  (翻訳者はそれを利用 して翻訳する)

 ②翻訳結果の用語確認ができること。

 ③ 日英翻訳のために作った用語集を英日で もリバ

  ーシブルに使えること。

 ④両言語とも異表記にも対応で きること。

 ⑤用語集(辞 書)はExcelで 作成出来ること。

 ⑥複数の用語集に優先順位をつけて使用できるこ

  と。

 ⑦翻訳のヒントや解説を参照で きること。

が で きれ ば 、 相 当 便 利 な もの に な るで あ ろ う とい う

もの で した 。 当 時 の 既 存 の ソ フ トをい ろ い ろ探 し ま

したが 、 私 の ニ ーズ を ち ょ う ど満 た す もの は あ り ま

せ んで した。 そ こで 機 械 翻 訳 メー カー 各 社 に、 訳 語

付 与 まで で 止 め る改 造 をす る場 合 の 見 積 を依 頼 し ま

した とこ ろ 、5千 万 円か ら2億 円 くらい の こ と を言

わ れ 、 や む な く用 語 集 超 活 用 ソ フ トHT3の 自社 開

発 に踏 み 切 っ た次 第 です 。

こ の ア イ デ ィア のユ ニ ー ク性 が 認 め ら れ 、1999年 に

は 日本 の 、 ま た2000年 に は米 国の 特 許 を取 得 す る こ

とが 出来 ま した。

エ ン ドレ ス な欲 望

 HT3は1996年6月 ご ろか ら 開発 を開 始 し、翌 年1

月 に製 品化 す る こ とが 出 来 ま した 。財 団法 人 日本 規

格 協 会 と タ イア ップ し、JIS工 業 用 語 大 辞 典 第4版

対 応 のcD-RoM with HT3を1998年 に発 売 い た し

ま した 。H'r3の ユ ーザ ー か ら は、 もっ と高 速 で 処 理

した い 、書 籍版 の 工 業 用語 大 辞 典 に 出 て い る 図 表 や

式 を 表 示 で きな い か 、 見 出 し語 の ボ ー ル ド/イ タ リ

ッ ク/上 付 き文 字/下 付 き文 字 の 文字 属 性 も文 字 列

チ ェ ッ ク と訳語 付 与 の 対 象 に して欲 しい 、 辞書 に 登

録 出 来 る用 語 の 重 複 を可 能 に で きな い か 、 解 説 に 表

示 され た 文 章 を コ ピー して使 い た い 、 見 出 し語 の 最

長60バ イ トは 短 す ぎる 、 等 々 多 くの 要 望 が 寄せ られ

ま した 。 これ らは い わ ゆ る 改 良 と言 う段 階 で は 済 ま

され る もの で は な く、 完 全 に プ ロ グ ラム の 書 き直 し

を しな くて は 対 応 で き ない こ とが 分 か りま した 。 一

大 決心 を して これ らユ ー ザ ー の 要 求 をす べ て 満 た す

新 しい プ ロ グ ラム を開 発 し、SuperHT3と 命 名 、2001

年3月 に発 売 開 始 い た しま した 。 日本 規 格 協 会 か ら

はJIS工 業 用 語 大 辞 典 第5版 対 応 のCD-ROM

with SuperHT3の 発 注 を受 け2001年9月 に発 売 開

始 し、 現 在 に 至 っ て お ります 。 そ の 後 も、 ユ ー ザ ー

か らの 要 求 は 続 い て お ります 。 最 近 で は 、 ヒ ッ ト し

た 文 字 列 に色 をつ け るの で は な く、MS-Wordの 蛍

光 ペ ン を使 っ て ヒ ッ トを表 示 す る こ とで 、原 稿 にす

で に 付 い て い る文 字 属 性 を変 え ない で 欲 しい とい う

改 良 要 求 に も対 応 して お ります 。

 ソ フ トを開 発 して しみ じみ と実 感 す る こ とで す が 、

人 間 の欲 望 は と ど ま る こ と を知 ら ない と言 う こ とで

す 。 正 直怖 い で す 。
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SuperHT3は こんなソフ トです

 訳語付与による翻訳支援に加え、最近SuperHT3

がマニュアルなどの 日本語文書の用字表現の統一に

も利用 され始めました。 もともとこのソフ トは、

AAMTの 会員各社が開発 している(原 文の構文解

析をしてか ら訳文を生成するという)本 格的なもの

ではありません。辞書との整合性をチェックします

か ら、どちらかというと翻訳 メモリーソフトに近い

ソフ トですが、それとも違う独 自なものです。

 翻訳 目的にはSuperHT3用 語集(辞 書)に 、2

力国語でペアになる見出し語(標 準表記)と 、各言

語で標準表記に対する異表記を必要な数だけ登録で

きます。用語の標準表記のペアが蟹の甲羅、各言語

の異表記部分が手足、しかもこの辞書構造が左右ど

ちらからでも利用で きるようになっていることから、

「かにの原理」 と私は呼んでいます。異表記入力は

必須ではありませんが、入力 してお くとヒットの可

能性が高 くなり、その分便利に使えます。

 SuperHT3と 、通常の機械翻訳ソフ トや翻訳 メモ

リーソフ トとの最大の違いは、翻訳 したあとの用語

のチェックが出来るという点です。通常は、機械翻

訳でも手翻訳でも翻訳文の用語チェックは人手でせ

ざるを得ませんが、SuperHT3の 用語確認機能を使

えば、用語集にある標準表記と異表記を翻訳結果の

文書中で色分け表示出来ます。このような使い方を

想定 してこのソフトを開発したのですが、最近では

翻訳者が英日翻訳する場合や、日本語マニュアルを

執筆する場合に、用字と表現の統一用にSuperHT3

の日本語部分だけ(す なわち 「かに」の半身だけ)

を利用することが始 まっています。例えば、 「どう

ぞお座 りください」「キップを下 さい」のように 「く

ださい/下 さい」の正 しい使い分けが、辞書の作 り

方によって出来るようになります。また、常用漢字

1945字 以外の文字を見つけることも出来るようにな

りました。

 辞書の作 り方次第で、部品番号と部品名の置換や

付与、ある数字の組み合わせを乱数表の中から見つ

けることなども出来ます。

 以上、随筆状態でとりとめのない内容になってし

まいましたけれど、用語集超活用 ソフ トSuperHT3

に興味を少 しでも持 っていただければと思います。

今後 ともよろしくお願い申し上げます。

問 合 せ 先 有 限 会社 ア トリエ ・ワ ン(Atelier Bow

    -Wow)SuperHT3事 業 室 貝 島 良 太

    Email:roy_kaijima@h8.dion.ne.jp

事務局潜」き鰻

■Web翻 訳 に 関 す るア ンケ ー ト調 査 ■

   (企画AAMT市 場動向調査委員会)

2003年1月18日 か ら27日 までAAMTホ ー ムペ ー ジ上 で 実 施 され た 「Web翻 訳 に 関 す る ア ンケ ー ト調 査」

に 、 多 くの 回答 を い た だ きあ りが と う ご ざい ま した。

 ア ンケ ー トの 回答 者 プ レゼ ン トと し て、 ク ロ ス ラ ンゲ ー ジ、 富 士 通 、 ロ ゴ ヴ ィ ス タ、 シ ャ ー プ、 東 芝 各

社 よ り 「最 新 ソ フ ト」 を ご提 供 い た だ き、 深 謝 申 し上 げ ます 。
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禽澱投精

オンデマ ン ドな機械翻訳 とその教育利用の可能性

兵庫教育大学 長瀬久明

1 はじめに

最近、翻訳ソフトと検索サイ トが融合 し、無料の翻

訳サイトも現れている。筆者は工学部出身であるが、

教員養成系大学に奉職 している。そこで、初等中等

教育と機械翻訳の接点について思い付 くことを記し、

最後に翻訳サーフィンの手引書を提案 してみたい。

なお、筆者は機械翻訳 とくにその技術には門外漢で、

まとはずれな点があるかもしれない。ご叱正を頂け

れば幸である。

2 グローバルな意思疎通の問題

2.1初 等中等教育と英語熱

幼稚園と小学校を初等教育 と言い、中学校 と高等学

校を中等教育 と言い、あわせて学校教育と言ってい

る。最近、 「小学校で も英語教育を」という声が高

くなってきた。多 くの人がグローバルなコミュニケ

ーションの必要性を感 じているのであろう。しかし、

「グローバルなコミュニケーション」とは、 「教育

は百年の計」 と似たレベルの大きな問題である。こ

れだけ大きな問題に対 して 「英語は必要だ」 といっ

た素朴な捉え方と対策で、最善の選択ができるのだ

ろうか。不安である。直感が正しかった、という結

果に将来、至るかも知れないが、一度、立ち止まっ

て冷静に考えてみたいものである。

2。2 世界 の言 語 と人 口

世 界 の 人 口 は 約60億 人 で あ る。 外 務 省Webペ ー ジ

"世 界 の 国 一 覧[1]"表 に よれ ば
、 日本 が 承 認 して

い る190力 国 中 、 「主 要 言 語 」 の 項 目 に英 語 を 含 む

国 は64力 国 、計21億 人強 、世 界 の 人 口の 約3分 の1

で あ る 。 ま た英 語 以 外 で 、無 料 で 日本 語 との 間 の機

械 翻 訳 が可 能 な言 語 の うち、 韓 中 独 仏 伊 西 葡 の7言

語 を 「主 要 言 語 」 に含 む 国 は74力 国 、 計25億 人 弱 、

こ れ も約3分 の1で あ る。 これ ら大 言 語 の ほ か 、 日

本 語 を 含 め 、 世 界 の 言 語 は20000、 主 な言 語 だ けで

も500と も言 わ れ てい る。

2.3 オ ンデ マ ン ドな意 思 疎 通

最近 まで(あ る い は 、今 も)、児 童 生 徒 が 外 国語 を実

際 に利 用 す る機 会 は 、 国際 交 流 、国 際 文 通 な ど、 ご

くご く稀 で あ っ た 。 ま た 、相 手 は少 数 で 、決 ま っ て

い た。 したが って 、必 要 な言 語 も決 ま っ て い た 。"こ

ん に ち は"は ○ ○ 語 で 、 ど うい うの か な?、 とい っ

た準 備 も可 能 で あ っ た。 しか し、 イ ン ター ネ ッ トが

普 及 した 今 日、 ク リ ッ クー つ で 世 界 中 のWebペ ー

ジ に ア クセ ス で き、 そ れ らのWebペ ー ジ は種 々 の

言 語 で 書 か れ て い る。 この よ うに、 素 人 目 に も状 況

は一 変 した。 しか も、 イ ン ター ネ ッ トの 大 容 量 化 に

よ り、「お母 さん の 頃 は 、文 字 だけ だ っ たの よ。」「え?

どう して?」 とい っ た母 子 の会 話 も将 来 、聞 か れ る

か も しれ ない 。

2.4意 思疎通というあいまいな言葉

意思疎通(あ るいは、コミュニケーション)と いう

言葉は様々な意味で使われる。「音楽は世界の言葉」

という場合は深い意味で使われ、 「これは誤訳だ」

という場合は文法的な意味で使われる。機械翻訳は

進歩 したものの、直接、前者には適用で きない。 と

はいえ、一つの状況から人は様々な意味を受け取る。

「あの演奏は最高だった。」という感動の一言は、翻

訳が比較的容易な文と思われるが、深い意味を伝達

するかも知れない。

3 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン の 具体 的 手段

3.1 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 手段 の設 計

分 析 の諸 科学 に対 して 、工 学 は 設計 の 科 学 で あ る。

教 育 は 人づ く りを とお して 将 来 を作 る営 み で あ るか

ら、広 い 意味 で は 設計 で あ る 。現 代 は 、 コ ン ピ ュー

タを は じめ と した 道具 の時 代 で あ る 。道 具 の 利用 、

将 来 の 道 具 の 設 計 と無 関係 に 人づ く りを 考 え る こ と

はで き な い だ ろ う。 さて こ こ で 、 「次 世 代 の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ンは、 どの よ うな もので あ る こ とが望 ま

しい か 。 ま た、 そ の道 具 は 、 どの よ うに設 計 す れ ば

最 善 か 。」とい う問 題 が 提 起 され る。 す な わ ち 、本 稿
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のテーマを一言に要約すれば 「我々はどのような道

具を設計できるか」 と言えるかもしれない。

3.2 多くの言語を習得する方法

外国語の専門家は必要である。その言語が使われて

いる土地に赴 き生活すれば、誰で も1言 語を習得で

きよう。世界に2㎜ の言語がありても、政策を以

ってすれば困難ではないだろう。 しか し、これでコ

ミュニケーションできるのは習得 した人だけであ り、

この方法を国民全体に拡大適用 して、日本の次世代

におけるコミュニケーションという大問題への解決

策とは出来ないだろう。

3.3 英 語 に限 って 習得 す る 方法

この 方 法 の利 点 や 問題 点 は 、既 に 言 い尽 く され てい

る の だ ろ う。 しか し、 世界 の 人 口 の3分 の2は 、 日

常 は 、 英語 を使 っ て い な い 人 で あ る。 彼 ら と、 英 語

を 共通 語 と して 十分 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが 出来 る

だ ろ うか 。 そ の 国 の 新 聞 もWebペ ー ジ も読 め ず 、

ニ ュ ー ス も聞 け な い。 結 局 、英 語 やエ スペ ラ ン トを

ブ リ ッジ とす る方 法 は 、文 字 どお り、 橋 の 上 で 出 会

っ て帰 る よ うな 、限 られ た接 点 に止 ま る よ うに思 わ

れ る。 た だ し、 個 々の 目的 、 ニ ーズ に は対 応 で き よ

う。

3.4 機械翻訳による方法

翻訳メカニズムを人脳でなく電脳(コ ンピュータ)

にまかせるのが機械翻訳である、と断定することは

勇み足かも知れない。往復翻訳:日 本語文1>(日

○翻訳)〉 ○語文〉(○ 日翻訳)〉 日本語文2、 を

行い、日本語文1と 日本語文2が ほぼ一致 したとし

よう。このとき、生成された○語文は信頼できるだ

ろうか。友だちどうしの会話では十分で、会社 どう

しの契約では不十分かもしれない。すなわち、信頼

するかどうかは、利用者に任 されているのである。

このオープンさにより、我々はその国のWebペ ー

ジにアクセスし翻訳 し、不十分ながら日本語で読め

ている。

3.5信 頼度保障をもつ機械翻訳はありうるか

何らかの信頼度を保障 してくれる翻訳メカニズムを、

コンピュータで作れない ものだろうか。特許や法律

など、用語用法が明確な分野では、文の意味が用語

用法などによって表わされ、他の分野より容易かも

知れない。すると、用語用法を明確 に誘導するよう

なエディタがあり、一般の文をそのエディタに従っ

て調整 しながら入力すれば、信頼度保障を持つ○語

文を生成できるのかも知れない。

4 言語習得なしで意思疎通する実験

機械翻訳はこれまで、おもに翻訳者や研究者の補助

手段であった。ところが最近、翻訳サーフィンなど、

言語習得なしで意思疎通する利用法が現れ始めた。

インターネット利用者イコール潜在的な機械翻訳利

用者になった訳である。そこで筆者の研究室では言

語習得なしで意思疎通する実験を2つ 行なってみた。

いずれも、大学生によるメール交換である。

4.1 日韓/韓 日 ソ フ トに よ る意 思疎 通 の 実験

4.1.1実 験 者 、 目的 、 条件 な ど

実 験 者(太 田):ハ ン グル を習 得 して い な い 。機 械

翻 訳 ソ フ トを使 う。

メ ー ル 交 換 相 手(韓 国 人 。 兵 庫 教 育 大 学 へ の 留 学

生):習 得 して い る 日本 語 は使 わ ず 、 ハ ング ル の み

使 う。

目的1:機 械 翻 訳 ソ フ トで コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンで き

る か ど うか 、 明 らか に す る。

目的2:で きる 場 合 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの た め の

機 械 翻 訳 の使 い 方 を明 らか にす る。

使 用 ソフ ト:j・SeouUJK V 4(リ ミテ ッ ド)、i・ソ ウ

ル/KJV2

4.1.2 自由 な 内容 に よ る実 験

目 的:メ ー ル の 内容 は 自由 に し、 コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンで きる か ど うか を確 か め る。

期 間:1999年 春 ～夏 、約4ヶ 月 間で20回 位 メ ー ル交

換 。 期 間前 半 は相 手 が留 学 中で 学 内 文 通 と な り、期

間 後 半 は相 手 が 卒 業 、帰 韓 したの で 、 海 外 文 通 と な

っ た。

結 果:所 ど こ ろ 、 「こ この 箇 所 が 分 か ら な い」 と い

う部 分 はあ っ たが 、 メ ー ル全 体 の 趣 旨や 言 い た い こ

と は伝 え合 う こ とが 出来 た。 一 つ の メー ル(原 稿 用

紙1枚 程 度)を 送 るの に最 初 は3～4時 間 ぐ らい か

か った 。 しか し数 ヶ 月経 つ と同 じ位 の 量 で も1時 間

半 ぐ らい で 出 来 る よ う に な った 。
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4.1.3 内 容 を指 定 した実 験

目的:翻 訳 しに くい 内容 や文 章 を避 け られ ない場 合

で も、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 成 立 す るか ど うか を確

かめ る。

材 料:あ る新 聞 の コ ラム記 事(バ ス乗 降 時 の マ ナ ー

も国 に よ って 異 な る と言 う話 題)を 取 り上 げ て翻 訳

し、 これ に関 連 して 、 最近 の 携 帯 電 話 の マ ナ ー を 内

容 と した メー ル を 送受 信 した。

結 果:自 由 な文 章 よ り作 文 推 敲 に時 間 が か か っ た 。

しか し、 「所 々、 読 み に くい箇 所 もあ った が 、趣 旨

は分 か っ た 。 韓 国 で も最近 、 携 帯 電 話 を公衆 の 中 で

か け る時 の マ ナ ー は 問題 に な っ てい る。」旨の 返信 か

ら、 内容 は伝 え る こ とが出 来 た こ とが 分 か っ た。

4.1.4機 械 翻 訳 ソ フ トの 使 い 方:

(送信 前:推 敲 方 法)

往復 翻 訳 す る 。翻 訳 結 果 と元 の 日本 語 との 意味 が 異

なっ て い る場 合 、元 の 日本 語 を変 え る。

(受信 後:解 読 方 法)

韓 日翻 訳 で きな い語 は 、韓 日翻 訳 辞 書 と、 元 のハ ン

グル 文 を加 工 す る。 こ れは 「手 探 り」 で あ っ た。

4.2 日英/英 日 、英 伊/伊 英 の翻 訳 サ イ トに よ る

   実 験

4.2.1 実 験 者 、 目的 、条 件 な ど

実 験 者(治 田):イ タ リア 語 を習得 して い な い。 機

械 翻 訳 サ イ トを使 う。

メ ー ル交 換 相 手(イ タ リア 人):日 本 語 を習 得 して

い ない 。 イ タ リアの 小 学校 十数 校 に 、 こ ち らの 目的

とお 願 い を メ ール で 送 って 、 了承 して くれ た相 手 と

メ ー ル交 換 した 。

使 用 サ イ ト:日 英/英 日、英 伊/伊 英 翻 訳 サ イ ト(無

料 の もの)

目的:メ ー ル の 内容 は 自由 に し、 コ ミュニ ケー シ ョ

ンが 成立 す る か ど うか を確 かめ る。

期 間:2001年 夏 、約1ヶ 月 間で5回 位 メ ール 交 換 。

4.2.2結 果 と考察など

日本語 とイタリア語 との間に英語を介 したので、文

の意味が正確に訳せているか確認するための往復翻

訳に非常に手間がかかった。最初は、相手からの電

子メールを読むのに2～3時 間程度かかっていた。

何回かこなす うち、1時 間程度で読むことができる

ようになった。電子メールを送信するときも同様に、

最終的には1時 間程度で送信できるようになった。

文章全体の趣旨はだいたい理解でき、質問も何 とか

理解できたので、それに答えることも出来た。また、

こちらから送信 した電子メールの質問にも、全部で

はないが、答えてもらえた。

現在の機械翻訳は、原文に対 して、一つの翻訳文 し

か出力されないため、往復翻訳に非常に手間がかか

る。そこで、複数の翻訳文を出力するとか、単語の

意味が複数あるときは、どの意味にするか選択でき

るようにするなどの改良点が考えられる。

4.3機 械 翻 訳 に望 ま れ る こ と

こ れ らに よ り、意 思 疎 通 が 可 能 な こ とが示 され たが 、

操 作 は面 倒 で あ っ た。 す な わ ち 、

(1)往 復 翻 訳 は 、 タ ー ゲ ッ ト言 語 を 習得 して い な い

場 合 、常 用 手 段 で あ る。 こ れが1ク リ ック で で きる

と良 い。

(2)日 英+英 伊 の よ う な2段 階 の翻 訳 も、 多 くの タ

ー ゲ ッ ト言 語 で必 要 に な る
。 こ れ が1ク リ ック で で

き る と良 い。 対 象 言 語 はサ イ トに よ り様 々 で あ り、

複 数 のサ イ トを連 結 で き れ ばベ タ ー で あ る。

ま た 、

(3)第2候 補 以 下 が 捨 て られ る と 、満 足 で きる翻 訳

に到 達 す る まで 、 何 度 も原 文 を手 直 しす る こ とに な

る。 こ れ は利 用 者 へ の 負 担 が大 き く、実 用 性 が か な

り失 われ る。 せ め て、 第2候 補 だ け で も、利 用 者 に

よ る取 捨 選 択 が で きれ ば大 変 、 有 り難 い。

5 機械 翻 訳 の 学 校教 育 へ の 導 入 の 可 能 性

5.1コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン科 学 分 野

筆 者 が 勤 務 す る大 学 で1年 前 、 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン科 学 分 野(専 任1名)」 な るセ ク シ ョ ンが 発 足 し、

筆 者 が 着 任 した 。 この セ ク シ ョンの 研 究 領 域 は、 大

学 自体 、 教 員 養 成 系 で あ る こ と もあ り、 教 育 メ デ ィ

ア と して の コ ン ピ ュー タお よ び ネ ッ トワ ー ク環 境 の

開発 、 そ の 上 で の 児 童 生 徒 の 学 習 、 な どで あ る。

5.2 「総合的な学習の時間」への導入

機械翻訳 を学校で利用できるとしたら、内容が学校

に任 されている 「総合的な学習の時間」への導入が

最も考えやすい。小中高どの校種でも、操作法は数

単位時間あれば習得可能である。学級担任どうしが
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打合せをして交流するなら、機械翻訳は小学校でも

利用でき、兵庫教育大学附属小学校では実績がある。

しかし、一般のWebペ ージなどを機械翻訳 した場

合、小学生には内容的に難 しく、中学や高等学校段

階での利用になろう。操作法を手引書で習得した後

は、具体的な導入法すなわち授業の目的や進め方と

いう問題がある。これは今後の課題である。とくに

高等学校では学習内容がぎゅう詰めで余裕がない。

5.3 手引書の内容と形

機械翻訳利用の入口である翻訳サーフィンでは、ニ

ュースサイトなどからは流動的な情報が得 られ、博

物館サイ トなどからは固定的な情報が得 られる。こ

れらに素早くアクセスできるように精選 されたサイ

ト集(翻 訳サービスや、各国の検索サイ ト)も 、手

引書には必要である。手引書の形は紙(普 通に言う

手引書)と 電子ファイル(手 引きサイ ト)の ペアが、

双方の利点を引 き出すのに便利である。紙は適宜ダ

ウンロー ドする。What's New、 正誤表などはメー

ルマガジンで手引書の利用者に配付する。これを一

つのプロジェクトとして実施 しようと準備 している

ところである。大学は手引書を開発、提供、改善す

る。学校で生徒は手引書 を試用する。全体 としては

大学、学校、ならびに生徒が共同し平行 して進める

プロジェクトになるだろう。

6 お わ りに

グ ロ ーバ ル な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを テ ーマ に、 い く

つ か手 段 を考 え てみ た。 筆 者 に は これ に答 え る 力 は

ない が 、 機 械 翻 訳 や 、信 頼 度 保 障 を持 つ ○ 語 文 を生

成 す る方 法 の 開 発 に期 待 してい る。 また 、検 索 サ イ

トが 経 済 的 に成 立 してい る よ う に、 翻 訳 サ イ トが恒

常 的 に存 続 す る こ とを願 っ てい る。

参 考

[1]世 界 の 国 一 覧:

http://www.mofa.go.jp/mofaj/world/ichiran/index.

html

犠魏麹 騰 鱗

■最新版 コンペ ンデ ィアムの ご案内■
"Latest MT Compendium Now Available"

冒糖
Compendium of Translation Software

commercial machine translation systems

and compute卜aided translation s叩port tools

  Compiled by John Hutchins

with the assistance of Walter Hartmann

    and Etsuo lto

   Sixth edition

   (March 2003)

  [引 脚 ・・AN
AsS… 乙融 旦9・

    ・・淡WIACHIN・

  TRANSLArT110N

    Published on behalfof
The Intemationsl Association for MechinTmnsletion

      by
The European Association for Machine Translation

最 新 版(第6版/125ペ ー ジ)がWeb上 で ご 覧 い た だ

け ます 。 (会員 無 料 、非 会員1,㎜ 円)

URL:http://www.eamt.org/compendium.html

監 修 ・編 集 ジ ョ ン ・ハ ッチ ンス(EAMT)

協 力: ウ ォル ター ・ハ ー トマ ン(AMTA)

      伊 藤 悦 雄  (AAMT)

ダ ウ ン ロ ー ドに は ユ ー ザ ー 名 とパ ス ワ ー ドが必 要 で す 。

ご希 望 の 方 は事 務 局 ま でemailで お 問 合 せ くだ さい 。

Email:aamtOOO2@infotokyo.ne.jp
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MT Summit IX

■MT Summit IX開 催 の ご案 内 ■

 MT Summitは 機 械 翻訳 をテ ーマ に した国 際 会 議 で 、1987年 の 第1回 以 来 、2年 に1回 開催 され ます 。

 この 会議 は 、世 界 中の 機 械 翻 訳 研 究 者 、 シス テ ム 開発 者 、 ソ フ トメ ー カ ー 、サ ー ビ ス提 供 者 だ け で な く、

機 械 翻 訳 シス テ ムの ユ ーザ ー な ど、 機 械 翻 訳 に 関 係す る多 くの 人 々 が集 っ て 開催 され るの が特 徴 で す 。

 今 年 はAMTA(ア メ リ カ機 械 翻 訳協 会)の 主 催 に よ りMT Summit IX(9)と して 、 ジ ャ ズの 発 祥 地 、 米 国

の ニ ュ ー オ ー リ ンズ で開 か れ ます 。

 会期 中 、招 待 講 演 、研 究 発 表 、 パ ネル デ ィス カ ッシ ョ ンの ほ か 、機 械 翻 訳 シ ス テ ムの デ モ ンス トレー シ ョ

ンや展 示 会 な どが 予 定 され て い ます 。

日 程 2003年9月23日(火)～28日(日)

場 所 New Orleans, Louisiana, USA (米 国 ル イ ジ ア ナ 州 、 ニ ュ ー オ ー リ ン ズ)

    The Fairmont New Orleans URL:http://www.fairmontneworleans.com

主 催:*AMTA(The Association for Machine Translation in the Americas)

    【新 住 所 】 AMTA Focal Point

         3Landmark Center, East Stroudsburg, PA 18301, USA

         TEL:+1(570)476-8006 FAX:+1(570)476-0860

         Email:focalpoint@amtaweb.org(Ms. Priscilla Rasmussen)

    *IAMT(The International Association for Machine Translation)

     国 際 機 械 翻 訳 協 会 c!oAMTA

MTサ ミッ トに 関 す る最 新 情 報 は 、以 下 の 「MT summitホ ー ムペ ー ジ」 を ご覧 下 さい 。

     U肌:http:〃www.mt-summit。org

纏集後記

AAMTジ ャーナル編集委員会委員長 井佐原 均

 「AAMTジ ャーナル34号」はいかがでしたで しょうか?

 本号では、研究報告、解説、会員投稿(2件)に 、機械翻訳システムの使い方を新 しい観点から眺める記

事を集めてみました。機械翻訳を使 うという立場からの興味深いご意見です。

 研究紹介では、ATRの 対話翻訳研究を紹介 していただきました。英文記事 として、会員のカール ・ケイ

さんよりASLIBの 報告記事をいただきました。機械翻訳関連ソフ トウェアと新製品紹介は、皆様のお役に

立つことと存じます。

 今回は、新製品だけでなく、開発に関する発表 も1件 含まれています。

 今後 も、皆様にとってお役に立つ 「AAMTジ ャーナル」を目指 してまい ります。ご意見、ご要望、ご投

稿をお待 ちしております。
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嘉務漏懸灘,

協 会 活 動 報 告
(2002年10月 ～2003年3月)

理 事 会

運 営 委 員 会

編 集 委 員 会

技術動向調査委員会

市場動向調査委員会

ネットワーク翻 訳研 究 会

3月11日

10月17日

12月11日

1月30日

3月5日

2月28日

10月17日

11月25日

12月24日

2月3日

3月20日

10月25日

11月22日

12月20日

1月17日

2月10日

3月24日

10月8日

2月6日

①03年 度事業計画案 ②03年 度収支予算案

③決算理事会および総会日程

①運営諸問題討議 ②その他

①運営諸問題討議 ②その他

①運営諸問題討議 ②その他

①予算理事会準備 ②その他

①前号反省 ②次号(34号)企 画 ③その他

①評価関係討議 ②ホームページ関係討議

③UPF関 係報告 ④その他

①評価関係討議 ②ホームページ関係討議

③UPF関 係報告 ④その他

①評価関係討議 ②ホームページ関係討議

③UPF関 係報告 ④その他

①評価関係討議 ②ホームページ関係討議

③UPF関 係報告 ④その他

①今後の計画討議 ② ホームページ関係討議

①今後の計画討議 ②個人向けアンケー ト羊細討議

①今後の計画討議 ②個人向けアンケー ト羊細討議

①今後の計画討議 ②個人向けアンケー ト詳細討議

①今後の計画討議 ②個人向けアンケー ト詳細討議

①今後の計画討議 ②個人向けアンケー ト詳細討議

③ベンダー向けアンケー ト実施計画討議

①個人向けアンケート結果分析 ②今後の計画討議

①CICC関 連調査研究内容討議 ②その他

①十印/川 原氏 「翻訳 メモリーについて」

②CICC関 連調査研究報告討議 ③その他

犠務搬謹畿矧

理 事 の 交 替

次のとおり理事の交替がありましたので、お知 らせいたします。

退任  後藤 敏  日本電気株式会社

就任  渡辺 貞  日本電気株式会社

退任  田中 達雄  社団法人電子情報技術産業協会

就任  吹言睾 正憲  社団法人電子情報技術産業協会
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